
令和６年度  国語科  １学年  年間指導・評価計画  

月 
単元 

時

数 学習内容・学習活動 
評価規準 

評価方法 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

４ 野原はうたう 

声を届ける/書き留める/

調べる 

続けてみよう 

詩の清書（書写） 

２ 

３ 

 

１ 

３ 

・それぞれの詩の良さにつ

いて情景や心情、表現の特

徴を考える。 

・音読と発表の基本やノー

トの取り方を確認し、情報

の調べ方の基本を確認す

る。 

・後で生かせる記録のしか

たを工夫する。 

・自分で詩を作って楷書で

清書し掲示する。 

・音声の働きや仕組みにつ

いて，理解を深めている。

（(1)ア） 

→速さ，声の強弱，間の取

り方，言葉の調子，声の高

さを工夫している。 

→情景や心情を表す表現に

応じて，音読のしかたを工

夫している。 

音声の働きや仕組みについ

て，理解を深めている。（(1)

ア） 

→聞き手を意識して速さ，

声の強弱，間の取り方，言

葉の調子，声の高さを工夫

している。 

・比較や分類，関係づけな

どの情報の整理のしかた，

引用のしかたや出典の示し

方について理解を深め，そ

れらを使っている。（(2)イ） 

→線や矢印で情報を整理し

ている。 

・表現を工夫して詩を創作

し全体のバランス 
を考え丁寧な字で清書して

いる。 

「書くこと」において，目

的や意図に応じて，日常生

活の中から題材を決め，集

めた材料を整理し，伝えた

いことを明確にしている。

（B(1)ア） 

→日常生活やこれまでに読

んだ本の中から題材を決

め，情報を整理して「言葉

の手帳」に書き込んでいる。 

 

音声の働きや仕組みにつ

いて進んで理解を深め，小

学校での学習を生かして

音読しようとしている。 

音声の働きや仕組みにつ

いて進んで理解を深め，小

学校での学習を生かして

声を届けようとしている。 

・観察 

・ノート 

・ワークシート 

・作文、感想文 

・朗読 

・作品 

５ シンシュン 

 

５ 

 

・登場人物や場面をとらえ

る。 

事象や行為，心情を表す語句

の量を増すとともに，語句の

「読むこと」において，場

面の展開や登場人物の相互

場面の展開について，描写

を基に積極的に捉え，学習

・観察 

・ノート 

令和６年度  国語科  １学年  年間指導・評価計画  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

わかりやすく説明しよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

・情景描写や人物の言動か

ら主人公の気持ちの変化を

とらえる。 

 

 

 

 

 

 

・伝える目的や相手を明確

にし、説明する観点を決め、

段落のまとまりを意識し、

わかりやすい説明の文章を

書く。 

辞書的な意味と文脈上の意

味との関係に注意して話や

文章の中で使うことを通し

て，語感を磨き語彙を豊かに

している。（(1)ウ） 

 →登場人物の心情や行動

を表す言葉に着目して作品

を読み進めている。 

 

比較や分類，関係づけなど

の情報の整理のしかたにつ

いて理解を深め，それらを

使っている。（(2)イ） 

→集めた情報を，観点に沿

って比較したり，共通点を

見つけて分類したりして整

理している。 

 

関係，心情の変化などにつ

いて，描写を基に捉えてい

る。（C(1)イ） 

   →場面ごとに会話や

描写を整理して，登場人物

の心情や関係の変化を捉え

ている。 

 

 

「書くこと」において，目

的や意図に応じて，日常生

活の中から題材を決め，集

めた材料を整理し，伝えた

いことを明確にしている。

（B(1)ア） 

→目的や相手を意識して，

情報を集めて整理し，説明

の文章の構成を考えてい

る。 

 

課題に沿って感想を交流

しようとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

集めた材料を粘り強く整

理し，学習の見通しをもっ

てわかりやすく説明しよ

うとしている。 

・ワークシート 

・作文、感想文 

・朗読 

・定期考査 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダイコンは大きな根？ 

 

ちょっと立ち止まっ

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・段落の役割を意識して各

段落の内容を要約し、文章

の書き方について工夫点を

考える。 

・文章と図の関連や段落と

段落の関係に注意して文章

の構成をとらえる。 

・筆者のものの見方を自分

の知識や体験と関連づけて

理解し自分なりの考えをも

つ。 

 

 

比較や分類，関係づけなど

の情報の整理のしかたにつ

いて理解を深め，それらを

使っている。（(2)イ） 

→本文中で比較がどのよう

に使われているかを理解し

ている。 

原因と結果，意見と根拠な

ど情報と情報との関係につ

いて理解している。（(2)ア） 

→筆者の主張と事例との関

係を理解している。 

 

「読むこと」において，文

章の中心的な部分と付加的

な部分，事実と意見との関係

などについて叙述を基に捉

え，要旨を把握している。

（C(1)ア） 

→「問い」と「答え」から中

心的な部分を捉え，筆者の主

張を理解している。 

 

「読むこと」において，文章

の中心的な部分と付加的な

部分，事実と意見との関係な

文章の中心的な部分と付加

的な部分について積極的に

捉え，学習課題に沿って筆

者の工夫を伝え合おうとし

ている。 

 

進んで要旨を把握し，学習

の見通しをもって考えた

ことを伝え合おうとして

いる。 

 

話の構成を粘り強く考え，

学習の見通しをもってス

・観察 

・ノート 

・ワークシート 

・作文 

・スピーチメモ 

・朗読 

・定期考査 



 

 

 

 

 

 

 

好きなものを紹介しよう

―スピーチをする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自分らしさが効果的に伝

わるスピーチメモを作りス

ピーチを行う。 

・互いのスピーチを聞き合

わせながら効果的に伝わる

ために大切なことを整理す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

音声の働きや仕組みについ

て，理解を深めている。（(1)

ア） 

→声の大きさ，話す速さ，

間の取り方などに注意しな

がらスピーチをしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どについて叙述を基に捉え，

要旨を把握している。（C(1)

ア） 

→序論・本論・結論の段落

のまとまりに着目し，要旨

を捉えている。 

 

・「話すこと・聞くこと」に

おいて，目的や場面に応じ

て，日常生活の中から話題

を決め，集めた材料を整理

し，伝え合う内容を検討し

ている。（A(1)ア） 

→聞き手を意識して話題を

決め，話の内容を選んで整

理している。 

・「話すこと・聞くこと」に

おいて，自分の考えや根拠

が明確になるように，話の

中心的な部分と付加的な部

分，事実と意見との関係な

どに注意して，話の構成を

考えている。（A(1)イ） 

→聞き手を想定し，伝えた

いことが明確になるよう

に，構成を考え，話す順番

を工夫している。 

・「書くこと」において，目

的や意図に応じて，日常生

活の中から題材を決め，集

めた材料を整理し，伝えた

いことを明確にしている。

（B(1)ア） 

ピーチをしようとしてい

る。 

引用のしかたや出典の示

し方について積極的に理

解を深め，学習課題に沿っ

てそれらを使おうとして

いる。 



 

 

 

 

 

情報の集め方を知ろう 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

・図書館の活用方法、辞書

やインターネットなどの調

べ方を確認し、身近なテー

マについて調べ考えをまと

める。 

 

 

 

 

 

比較や分類，関係づけなど

の情報の整理のしかた，引

用のしかたや出典の示し方

について理解を深め，それ

らを使っている。（(2)イ） 

→グラフや文章の中の情報

を関連づけて情報を整理

し，引用のしかたや出典の

示し方を理解している。 

 

→調べたいテーマについ

て，本やインターネットを

活用して情報を集め，整理

し，伝えたいことを明らか

にして書いている。 

・「読むこと」において，目

的に応じて必要な情報に着

目して要約し，内容を解釈

している。（C(1)ウ） 

→必要な情報に着目して要

約し，内容を理解している。 

 

７ 詩の世界 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

比喩で広がる言葉の世界 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

・詩を味わうための観点を

整理し表現の特徴から作者

の伝えたい思いを想像す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・比喩について理解し言葉

・事象や行為，心情を表す

語句の量を増すとともに，

語句の辞書的な意味と文脈

上の意味との関係に注意し

て話や文章の中で使うこと

を通して，語感を磨き語彙

を豊かにしている。（(1)ウ） 
→詩の中の語句の意味を捉

えながら，語感を磨き，語彙

を豊かにしている。 
・比喩，反復，倒置，体言止

めなどの表現の技法を理解

し使っている。（(1)オ） 
→表現の技法を理解し，表

現を工夫して詩を書いてい

る。 
 
比喩などの表現の技法を理

・「読むこと」において，文

章の構成や展開，表現の効

果について，根拠を明確に

して考えている。（C(1)エ） 

→詩に描かれている情景を

想像し，表現の効果を考え

ている。 

・「書くこと」において，根

拠を明確にし，自分の考え

が、伝わる文章になるよう

に工夫している。（B(1)ウ） 

→自分の思いが読み手に伝

わるように，言葉や表現を

工夫して詩を書いている。 

 

 

「読むこと」において，文章

の中心的な部分と付加的な

文章の構成や展開，表現の

効果について積極的に考

え，学習の見通しをもって

詩を創作しようとしてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進んで要旨を把握し，学習

・観察 

・ノート 

・ワークシート 

・作文、感想文 

・朗読 

・定期考査 

・作品 

 



 

 

 

 

 

 

 

楷書を書こう（書写） 

 

 

 

読書を楽しむ 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

４ 

について考えたことをまと

める。 

 

 

 

 

 

・毛筆で楷書、かなを練習

し清書する。 

 

 

・読書教材を読み、読書紹

介を書く。 

・読書案内を読み、夏休み

の読書計画の参考とする。 

解し使っている。（(1)オ） 
→文中で使われている比喩

の文脈上の意味を理解して

いる。 
 
 
 
・筆使い、字形の整え方、

筆順を確かめて書くことが

できる。 
 

読書が，知識や情報を得た

り，自分の考えを広げたり

することに役立つことを理

解している。（(3)オ） 

→さまざまな読書の楽しみ

方について理解し，読書が知

識を得たり，新しいものの見

方や考え方を知ったり，自分

の考えを広げたりすること

に役立っていることを理解

している。 

 

部分，事実と意見との関係な

どについて叙述を基に捉え，

要旨を把握している。（C(1)

ア） 

→各段落の役割を理解し，

要旨を捉えている。 

 

課題に沿って言葉につい

て考えを深めようとして

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

読書が，知識や情報を得た

り，自分の考えを広げたり

することに役立つことを

進んで理解し，今までの学

習を生かして本の魅力や

感想を伝え合おうとして

いる。 

９ 大人になれなかった弟た

ちに・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

星の花が降るころに 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

・表現の特徴や時代の描か

れ方に着目し、自分を見つ

め、生き方を深めていくこ

との大切さを考える。 

 

 

 

 

 

・場面ごとに行動や情景描

読書が，知識や情報を得た

り，自分の考えを広げたり

することに役立つことを理

解している。（(3)オ） 

→戦時中という時代背景や，

その中で暮らす人々の生活

苦を理解している。 

 

 

比喩，反復，倒置，体言止め

「読むこと」において，場

面の展開や登場人物の相互

関係，心情の変化などにつ

いて，描写を基に捉えてい

る。（C(1)イ） 

→描写に着目して，登場人

物の行動や心情の変化を捉

えている。 

 

「読むこと」において，場

登場人物の相互関係，心情

の変化などについて，描写

を基に積極的に捉え，学習

の見通しをもって朗読し

ようとしている。 

 

 

 

 

進んで場面と場面，場面と

・観察 

・ノート 

・ワークシート 

・作文、感想文 

・朗読 

・定期考査 

 



 

 

 写など、登場人物の心情が

わかる表現を見つけ、その

時の心情を考えて作品を読

む。 

 

などの表現の技法を理解し

ている。（(1)オ） 

→様子や動きを何かにたと

えた表現を探し，どのよう

な情景や気持ちをたとえて

いるのか考えている。 

 

面と場面，場面と描写など

を結び付けたりして，内容

を解釈している。（C(1)ウ） 

→場面ごとの状況や，場面

と人物などの描写を結び付

けて，内容を読み深めてい

る。 

 

描写などを結び付けて，内

容を解釈し，学習の見通し

をもって考えを伝え合お

うとしている。 

９ 「言葉」をもつ鳥、シジ

ュウカラ 

 

 

 

 

 

 

資料を引用してレポート

を書く 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

・記録の文章の構成と図表

の役割に着目して 事実と

筆者の考えを読み分ける。 

 

 

 

 

 

・自ら課題を設定し、情報

を集め整理してからレポー

トにまとめる。 

 

原因と結果，意見と根拠な

ど情報と情報との関係につ

いて理解している。（(2)ア）  

→筆者がどのような事実を

基にどのような仮説を立て

たかについて，理解してい

る。 

 

比較や分類，関係づけなど

の情報の整理のしかた，引

用のしかたや出典の示し方

について理解を深め，それ

らを使っている。（(2)イ） 

→情報を整理し，自分の考

えを裏づける資料やデータ

を選び，出典の示し方に気

をつけながら引用してい

る。 

「読むこと」において，文

章の構成や展開について，

根拠を明確にして考えてい

る。（C(1)エ） 

→筆者の意見と，それを支

える根拠との関係を考えて

いる。 

 

・「書くこと」において，書

く内容の中心が明確になる

ように，段落の役割などを

意識して文章の構成や展開

を考えている。（B(1)イ） 

→自分の考えに説得力をも

たせるようなレポートの構

成を考えている。 

・「書くこと」において，根

拠を明確にしながら，自分

の考えが伝わる文章になる

ように工夫している。（B(1)

ウ） 

→自分の考えを裏づける資

料やデータを選び，アンケ

ートで得られた情報を適切

に関連づけて，考察を導き

文章の構成や展開につい

て粘り強く考え，学習の見

通しをもって考えたこと

を文章にまとめようとし

ている。 

 

 

 

文章の構成や展開を粘り

強く考え，学習の見通しを

もってレポートを作成し

ようとしている。 

・観察 

・ノート 

・ワークシート 

・作文、感想文 

・朗読 

・定期考査 

・作品 

・案内文 



出している。 

 

10 

 

いろは歌 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

蓬萊の玉の枝―「竹取物

語」から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今に生きる言葉 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

・音読を繰り返し古文特有

のリズムなどを味わい、現

代文と古文で異なる部分を

確かめ古文の表現の特徴を

知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・登場人物の思いや行動を

現代に生きる自分と比較

し、感じたこと考えたこと

を発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・音読を通して漢文特有の

リズムを味わう。 

・音読に必要な文語のきま

りや訓読のしかたを知り，

古文を音読し，古典特有の

リズムを通して，古典の世

界に親しんでいる。（(3)ア） 

→言葉の調子や間の取り方

などを意識して音読してい

る。 

・古典にはさまざまな種類

の作品があることを知って

いる。（(3)イ） 

→小学校から親しんできた

古典の作品を思い起こし，

古典にはさまざまな種類の

作品があることを理解して

いる。 

 

音読に必要な文語のきまり

や訓読のしかたを知り，古

文を音読し，古典特有のリ

ズムを通して，古典の世界

に親しんでいる。（(3)ア） 

→音読に必要な文語のきま

り，古文特有のリズムにつ

いて理解し，その世界に親

しんでいる。 

 

 

 

音読に必要な文語のきまり

や訓読のしかたを知り，漢

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「読むこと」において，場

面の展開や登場人物の相互

関係，心情の変化などにつ

いて，描写を基に捉えてい

る。（C(1)イ） 

→「蓬萊の玉の枝」に登場す

る人々の関係や思いに着目

して読み，現代の自分たちと

比べ，古典の世界と現代の

人々に共通する部分を考え

ている。 

 

・「読むこと」において，文

章を読んで理解したことに

古典にはさまざまな種類の

作品があることを積極的に

知り，今までの学習を生か

して古文を音読しようとし

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進んで古文を音読し，学習

課題に沿って描かれてい

る古典の世界を想像しよ

うとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

積極的に漢文を音読し，今

までの学習を生かして故

・観察 

・ノート 

・ワークシート 

・作文、感想文 

・朗読 

・定期考査 

・作品 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

心に残った言葉を硬筆で

書く(書写) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

・故事成語の由来と意味を

理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・意味を大切にして丁寧に

言葉を書く。 

文を音読し，古典特有のリ

ズムを通して，古典の世界

に親しんでいる。（(3)ア） 

→音読に必要な文語のきま

り，漢文特有のリズムや言

い回しなどについて理解し

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・筆使い、字形の整え方、

筆順を確かめて書くことが

できる。 

基づいて，自分の考えを確

かなものにしている。（C(1)

オ） 

→「矛盾」や，「推敲」「蛇

足」「四面楚歌」の基になっ

た故事を調べ，どんな意味

に使われるようになったか

説明している。 

・「書くこと」において，書

く内容の中心が明確になる

ように，段落の役割などを

意識して文章の構成や展開

を考えている。（B(1)イ） 

→「矛盾」と自分の体験と

を重ねて，書く内容の中心

が明確になるように文章の

展開や構成を考えている。 

事成語を使った文章を書

こうとしている。 

11 「不便」の価値を見つめ

直す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・序論・本論・結論に分け、

中心となる部分をとらえ、

文章全体の要旨をまとめ

る。 

・筆者の主張に対する自分

の考えを具体的な根拠を挙

げて書く。 

 

 

 

 

 

 

・原因と結果，意見と根拠

など情報と情報との関係に

ついて理解している。（(2)

ア） 

→意見と根拠の関係に着目

して，必要な情報を取り出

し，整理している。 

・比較や分類，関係づけな

どの情報の整理のしかた，

引用のしかたや出典の示し

方について理解を深め，そ

れらを使っている。（(2)イ）  

→要約するための情報の整

・「読むこと」において，目

的に応じて必要な情報に着

目して要約し，内容を解釈

している。（C(1)ウ） 

→目的に沿って必要な情報

を結び付け，要約している。 

・「読むこと」において，文

章を読んで理解したことに

基づいて，自分の考えを確

かなものにしている。（C(1)

オ） 

→賛成か反対か，立場を明

確にして，筆者の主張に対

積極的に必要な情報に着

目して要約し，自分の考え

を文章にまとめようとし

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・観察 

・ノート 

・ワークシート 

・作文、感想文 

・定期考査 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

話題や方向を捉えて話し

合おう―グループ・ディ

スカッションをする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・グループ・ディスカッシ

ョンの方法と進め方を学

び、課題を選んでグルー

プ・ディスカッションをす

る。 

・自分の考えをもって意見

交換する。 

理のしかたを理解し，自分

の考えをまとめるときに要

約や引用を明確に示してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

意見と根拠など情報と情報

との関係について理解して

いる。（(2)ア） 

→自分の考えをまとめる際

に，意見に対する根拠を考

えている。 

 

する自分の考えをまとめて

いる。   

・「書くこと」において，根

拠を明確にしながら，自分

の考えが伝わる文章になる

ように工夫している。（B(1)

ウ） 

→立場を明確にして，自分

の考えの根拠となる事例を

挙げながら，意見をまとめ

て書いている。 

 

「話すこと・聞くこと」に

おいて，話題や展開を捉え

ながら話し合い，互いの発

言を結び付けて考えをまと

めている。（A(1)オ） 

→話し合いの話題や展開を

捉え，互いの発言を結び付

けながら考えをまとめてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

積極的に互いの発言を結

び付けて考えをまとめ，学

習の見通しをもってグル

ープ・ディスカッションを

しようとしている。 

12 

 

 

 

作品の書評を書く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・作品を分析するときの観

点を決め、書評に使う言葉

を利用して書評を書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

読書が，知識や情報を得た

り，自分の考えを広げたり

することに役立つことを理

解している。（(3)オ） 

→書評を書き，助言し合う

活動を通して，読書の意義

を理解している。 

 

 

 

 

「書くこと」において，根拠

の明確さなどについて，読み

手からの助言などを踏まえ，

自分の文章のよい点や改善

点を見いだしている。（B(1)

オ） 

→読み手からの助言を踏ま

えて，自分の書いた書評の

よい点や改善点を見つけて

いる。 

 

読み手からの助言などを

踏まえ，自分の文章のよい

点や改善点を進んで見い

だし，学習課題に沿って書

評を書き，助言し合おうと

している。 

 

 

 

 

 

・観察 

・ノート 

・ワークシート 

・作文、感想文 

・朗読 

・定期考査 

・作品 



君たちはどう生きるか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行書を書こう（書写） 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

・読書を通して様々な人の

生き方や考え方に触れて、

自分の考え方や見方を広げ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

・楷書と行書を比較し行書

の特色を学ぶ。 

・毛筆で行書を書いて書き

初めのポイントを掴む。 

読書が，知識や情報を得た

り，自分の考えを広げたり

することに役立つことを理

解している。（(3)オ） 

→読書の意義（＝読書が知識

や情報を得たり，自分の考え

を広げたりすることに役立

つこと）を理解している。 

 

 

 

・点画の方向や形の変化、

連続の筆使いを意識して書

き、筆遣いや筆順を理解し、

バランスよく、勢いよく書

いている。 

「読むこと」において，文

章を読んで理解したことに

基づいて，自分の考えを確

かなものにしている。（C(1)

オ） 

→筆者のものの見方や考え

方が表れている部分に線を

引き，考えたことをグルー

プで発表し合う活動を通し

て，自分の理解を確かなも

のにしている。 

 

読書が，知識や情報を得た

り，自分の考えを広げたり

することに役立つことを

積極的に理解し，今までの

学習を生かして考えたこ

とを伝え合おうとしてい

る。 

１ 少年の日の思い出 

 

７ 

 

 

 

・語り手の変化や場面展開

を把握する。 

・登場人物の心情の変化や、

ものの見方、考え方を読み

取り自分の意見を持つ。 

・言葉の並びの工夫や比喩

について学ぶ。 

 

事象や行為，心情を表す語句

の量を増すとともに，語句の

辞書的な意味と文脈上の意

味との関係に注意して話や

文章の中で使うことを通し

て，語感を磨き語彙を豊かに

している。（(1)ウ） 

→場面描写の言葉や登場人

物の心情を表す言葉に着目

している。 

 

・「読むこと」において，文

章の構成や展開，表現の効

果について，根拠を明確に

して考えている。（C(1)エ） 

→時間・場所・出来事・語

り手に着目して作品の構成

や展開を捉えたり，具体的

な表現を挙げてその効果に

ついて自分の考えをまとめ

たりしている。 

・「読むこと」において，文

章を読んで理解したことに

基づいて，自分の考えを確

かなものにしている。（C(1)

オ） 

→登場人物の考え方や感じ

方について，自分の考えを

文章の構成や展開，表現の

効果について積極的に考

え，学習の見通しをもって

別の人物の視点から文章

を書き換えようとしてい

る。 

・観察 

・ノート 

・ワークシート 

・作文、感想文 

・朗読 

・定期考査 

・作品 



もっている。 

・「書くこと」において，書

く内容の中心が明確になる

ように，段落の役割などを

意識して文章の構成や展開

を考えている。（B(1)イ） 

→別の人物を選び，その人

物の心情や行動が明確にな

るように構成や展開を工夫

して書いている。 

 

２ 構成や描写を工夫して書

こう 

体験を基に随筆を書く 

 

８ 随筆を書き，感じたことや

考えたことを書く。 

事象や行為，心情を表す語句

の量を増すとともに，語句の

辞書的な意味と文脈上の意

味との関係に注意して話や

文章の中で使うことを通し

て，語感を磨き語彙を豊かに

している。（(1)ウ） 

→体験や思いを伝えるため

に，情景や心情を表す言葉

を適切に選んで使ってい

る。 

 

・「書くこと」において，書

く内容の中心が明確になる

ように，段落の役割などを

意識して文章の構成や展開

を考えている。（B(1)イ） 

→読み手に状況がイメージ

できるように，書く内容の

中心が伝わるように，構成

を工夫している。 

・「書くこと」において，根

拠を明確にしながら，自分

の考えが伝わる文章になる

ように工夫している。（B(1)

ウ） 

→書きだしや結び，出来事

を，言葉を吟味し，描写を工

夫して書いている。 

 

粘り強く文章の構成や展

開を考え，学習の見通しを

もって随筆を書こうとし

ている。 

・観察 

・ノート 

・ワークシート 

・定期考査 

・作品 

３ 

 

１年間の学びを振り返ろ

う―ポスターセッション 

 

９ 

 

 

・伝えたいことを効果的な

図表を入れたポスターにし

てまとめ、グループで発表

・音声の働きや仕組みにつ

いて，理解を深めている。

（(1)ア） 

・「話すこと・聞くこと」に

おいて，相手の反応を踏ま

えながら，自分の考えがわ

集めた材料を積極的に整

理し，今までの学習を生か

して要点をフリップにま

・観察 

・ノート 

・ワークシート 



 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「さくらの はなびら」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・詩の中の言葉や表現を読

み味わい、作者の思いを想

像し、自分のものの見方や

考え方を広くする。 

→声の大きさ，話す速さ，間

の取り方などに注意しなが

ら発表をしている。 

・比較や分類，関係づけな

どの情報の整理のしかた，

引用のしかたや出典の示し

方について理解を深め，そ

れらを使っている。（(2)イ） 

→情報の整理のしかたを理

解し，要点をわかりやすく

フリップにまとめている。 

 

 

 

 

 

 

比喩，反復，倒置，体言止

めなどの表現の技法を理解

し使っている。（(1)オ） 

→詩に用いられている表現

の技法を理解し使ってい

る。 

 

かりやすく伝わるように表

現を工夫している。（A(1)

ウ） 

→聞き手や場に応じて，発表

の言葉や表現を変えるなど

の工夫をしている。 

・「書くこと」において，目

的や意図に応じて，日常生

活の中から題材を決め，集

めた材料を整理し，伝えた

いことを明確にしている。

（B(1)ア） 

→「観点」に見合った情報

を集め整理し，内容が伝わ

る端的な言葉をフリップに

書いている。 

 

「読むこと」において，文

章を読んで理解したことに

基づいて，自分の考えを確

かなものにしている。（C(1)

オ） 

→詩の解釈を通して理解し

たことに基づいて，自分の

考えを確かなものにしてい

る。 

 

とめ，発表しようとしてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文章を読んで理解したこ

とに基づいて，積極的に自

分の考えを確かなものに

し，考えたことを伝え合お

うとしている。 

・作文、感想文 

・定期考査 

・作品 



令和６年度  社会科 １学年 年間指導・評価計画 

月 単元 
時

数 学習内容・学習活動 
評価規準 

評価方法 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地理的分野】 

地理を学ぶにあたって 

第1部 世界と日本の地

域構成 

第１章 世界の姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２章 日本の姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

 

○世界の国や文化の概要に

触れる 

○私たちの住む地球を眺め

て 

・さまざまな視点から衛星

写真を見て，世界や日本の

姿を大観する。 

○いろいろな国の国名と位

置 

・地図帳を活用して主な

国々の名称と位置を調べ

る。 

○緯度と経度 

・地球上の位置の表し方に

ついて，緯度と経度や赤道

などの意味を理解する。 

○地球儀と世界地図の違い 

・様々な世界地図を目的に

応じて使い分けることを適

切に判断する。 

○世界の中での日本の位置 

・地球儀や世界地図を活用

しながら，様々な方法で日

本の位置を表現する。 

○時差でとらえる日本の位

置 

・時差のしくみを理解し，

日本と世界各地の時差を考

え，表現する。 

○日本の領域とその特色 

・日本の領域をめぐる問題

・地球儀や地図帳，統計資

料など様々な資料を活用

し，国土の位置や世界各地

との時差，領域の範囲や変

化などの知識を身に付け，

世界の地域構成の特色を理

解している。 

・日本の地域構成について，

周辺の海洋や国土の位置な

どに着目して多面的・多角

的に考察し，その過程や結

果を適切に表現するととも

に，日本の領域をめぐる問

題について的確に判断して

いる。 

・位置や分布などに着目し

て日本の地域構成や日本

の領域をめぐる問題に対

する関心を高め，日本の地

域構成の特色を意欲的に

追究している。 

授業プリント 

ワークシート 

単元テスト 

定期考査 



 

 

について関心を高め，論理

的に判断し表現する。 

○都道府県と県庁所在地 

・都道府県と都道府県庁所

在地について分類する基準

を考え，表現する。 

５ 第２部 世界のさまざま

な地域 

第１章 人々の生活と環

境 

 

 

 

９ 

 

○世界のさまざまな生活と

環境 

・地域による生活の違いに

ついて関心を高め，その理

由を意欲的に追究する。 

○暑い地域の暮らし 

・熱帯の自然環境と生活の

変化について考察し，表現

する。 

○乾燥した地域の暮らし 

・資料から乾燥帯の自然環

境と生活の変化を読み取

り，表現する。 

○温暖な地域の暮らし 

・温帯の気候を比較して共

通点と相違点について考

え，表現する。 

○寒い地域の暮らし 

・自然環境に応じた衣食住

の工夫について理解する。 

○高地の暮らし 

・高知と平地の相違点を比

較し，表現する。 

○世界各地の衣食住とその

変化 

・世界各地の衣食住の特色

や変化，人々の生活との関

係について理解する。 

○人々の生活と宗教の関わ

・人々の生活や変容と自然

及び社会的条件が相互に影

響を与え合うことや，世界

の人々の生活や環境の多様

性について，諸資料を活用

しながら理解している。 

・人々の生活の特色や変容

の理由について多面的・多

角的に考察し，生活と自然

及び社会的条件の相互の関

係について判断し，その過

程や結果を適切に表現して

いる。 

・世界各地における人々の

生活やその変容について

関心を高め，場所や人間と

自然環境との相互依存関

係について意欲的に追究

している。 

授業プリント 

ワークシート 

課題レポート 

単元テスト 

定期考査 



り 

・宗教が生活と深く関わる

ことを意欲的に追究する。 

６ 

７ 

【歴史的分野】 

第１編 私たちと歴史 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２編 古代までの日本

と世界 

第１節 人類の始まりと

文明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇小学生の頃に学んだ歴史

上の人物・出来事を思い出

しながら歴史に興味をも

つ。 

○歴史の流れをふり返る 

・歴史を大きく変えた人物

を選び，その人物を選んだ

理由を考え，表現する。 

○年代・時代区分のあらわ

し方 

・西暦の成り立ち，紀元前

と紀元後のちがい，世紀の

意味を理解する。 

○人類の出現 

・人類がどのように進化し

たのかを理解する。 

○古代文明の誕生 

・古代文明が発明したこと

を資料から読み取り，表現

する。 

○中国の文明と東アジア 

・中国の古代国家と他の地

域との関わりについて理解

する。 

○ギリシャ・ローマの文明 

・ギリシャ文明やローマ帝

国と他の地域との関わりを

理解する。 

○文明と宗教 

・古代文明と宗教のおこり

との関連を理解する。 

・諸資料から歴史に関する

様々な情報を効果的に調べ

てまとめながら，世界の各

地で文明が築かれたこと，

東アジアの文明の影響を受

けながら日本列島に国家が

形成されたことを理解して

いる。 

・古代文明や宗教が起こっ

た場所や環境に着目して，

事象を相互に関連付けるな

ど，古代の社会の様子を多

面的・多角的に考察し，表

現している。 

・資料から世界の古代文明

の発生や宗教のおこりの

要因や影響，日本列島に国

家が形成された要因につ

いて主体的に追究すると

ともに，多面的・多角的な

考察を通して日本の歴史

に対する関心を深めてい

る。 

授業プリント 

ワークシート 

単元テスト 

定期考査 



９ 

10 

 

第２節 日本列島の人々

と国家の形成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３節 古代国家の展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○日本人のルーツと縄文時

代 

・原始の日本列島の人々の

暮らしを理解する。 

○稲作の広まりと弥生時代 

・弥生時代の特色を，縄文

時代と比較して考え，表現

する。 

○ヤマト王権と渡来人 

・大きな古墳をつくること

ができた理由を考え，表現

する。 

○東アジアの統一国家 

・東アジアの統一国家の成

立が日本に与える影響を理

解する。 

○聖徳太子と飛鳥文化 

・聖徳太子の業績のランキ

ングを考え，表現する。 

○律令国家の成立 

・律令国家の成立に最も影

響した出来事を考え，表現

する。 

○奈良の都と人々のくらし 

・租調庸や兵役・労役が大

きな負担となり，逃亡した

り僧になったりするなど，

税を逃れる人が現れたこと

を考え，表現する。 

○天平文化と聖武天皇 

・天平文化が仏教の広まり

や遣唐使がもたらす唐の文

化の影響を受けて成立した

ことを考え，表現する。 

○平安京と桓武天皇 

・諸資料から歴史に関する

様々な情報を効果的に調べ

てまとめながら，世界の各

地で文明が築かれたこと，

東アジアの文明の影響を受

けながら日本列島に国家が

形成されたことを理解して

いる。 

・古代文明や宗教が起こっ

た場所や環境に着目して，

事象を相互に関連付けるな

ど，古代の社会の様子を多

面的・多角的に考察し，表

現している。 

・資料から世界の古代文明

の発生や宗教のおこりの

要因や影響，日本列島に国

家が形成された要因につ

いて主体的に追究すると

ともに，多面的・多角的な

考察を通して日本の歴史

に対する関心を深めてい

る。 

授業プリント 
ワークシート 
単元テスト 
定期考査 



・藤原氏がどのように政治

の実権を握ったかを理解す

る。 

○摂関政治と国風文化 

・藤原氏がどのように政治

の実権を握ったかを理解す

る。 

・東アジアの変化を背景に，

貴族が生み出した国風文化

の特色を考え，表現する。 

10 

11 

 

【地理的分野】 

第２部 世界のさまざま

な地域 

第２章 世界の諸地域 

第1節 アジア州 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○アジア州の自然環境 

・アジア州を地域区分し，

地形や気候を中心に，国々

や自然などの基本的な特色

を理解する。 

○アジア州の農業・文化と

経済発展 

・中国の地域によって異な

る農業，民族や文化の違い，

人口の問題について，資料

から読み取り，表現する。 

○経済発展を急速に遂げた

中国 

・中国の急速な経済発展や

生活の変化を工業化と関連

付けて理解するとともに、

急速な経済発展によってお

こる課題について考え，表

現する。 

○最も近い隣国，韓国 

・温文化や工業の特色、首

都一極集中による地域の課

題などについて理解し，日

本との関わりについて考

え，表現する。 

・アジア州に暮らす人々の

生活をもとに，アジア州の

地域的特色を大観し，世界

各地で見られる地域的課題

がアジア州の地域的特色の

影響を受けてアジア州独特

の様相を見せていることを

理解している。 

・空間的相互依存作用や地

域などに関わる視点に着目

して，アジア州で見られる

地球的課題の要因や影響を

アジア州の地域的特色と関

連づけて多面的・多角的に

考察し，表現している。 

・持続可能なアジア州の発

展に関心をもち，持続可能

なアジア州の発展につい

て主体的に考え，アジア州

の発展に参画する態度を

養っている。 

授業プリント 

ワークシート 

課題レポート 

単元テスト 

定期考査 



 

 

○経済発展を目指す東南ア

ジア 

・外国とのかかわりの中で

進んできた東南アジアの工

業化の実態について理解す

る。 

○産業の発展と人口増加が

急速に進む南アジア 

・南アジアの文化や産業の

発展について，人口増加と

関連させながら理解する。 

○資源が豊富な中央アジ

ア・西アジア 

・西アジアや中央アジアの

経済成長について，資源開

発と関連させながら理解す

る。 

11 

 

第２節 ヨーロッパ州 

 

６ ○ヨーロッパ州の自然環境 

・地形や気候を中心に，ヨ

ーロッパ州の国々や自然な

どの基本的な特色を理解す

る。 

○ヨーロッパ文化の共通性

と多様性 

・位置や分布に着目しなが

ら，ヨーロッパ州の宗教や

言語・民族などの共通性や

多様性を理解する。 

○ＥＵの成り立ちとその影

響 

・ヨーロッパ州の国境をこ

えた結び付きに着目しなが

ら，人々の生活にどのよう

な変化が見られたのかを考

え，表現する。 

・ヨーロッパ州の地域的特

色に関する地図や統計資料

などの様々な資料を活用し

ながら，国家統合という主

題を基に理解している。 

・ヨーロッパ州の地域的特

色について多面的・多角的

に考察し，その過程や結果

を適切に表現するととも

に，今後予想されるＥＵの

変化について学習内容を基

に判断している。 

・ＥＵによる国家統合に対

する関心を高め，ヨーロッ

パ州の地域的な特色を主

体的に追究している。 

 

授業プリント 

ワークシート 

単元テスト 

定期考査 



○ヨーロッパの農業とＥＵ

の影響 

・ヨーロッパ州の工業にお

ける地域的特色とＥＵ統合

による変化や課題を考え

る。 

○ＥＵが抱える課題 

・ＥＵ域内での経済格差に

着目して、ＥＵで発生して

いる課題やこれからのＥＵ

のあり方について考える。 

12 

 

第３節 アフリカ州 ４ 

 

 

○アフリカ州の自然環境 

・赤道をはさんで南北に広

がる広大な範囲を概観し，

地形や気候を中心に，アフ

リカ州の国々や自然などの

基本的な特色を理解する。 

○アフリカの歴史と文化 

・アフリカの歴史やその影

響を受けている産業の問題

点について考え，表現する。 

○特定の輸出品に頼るアフ

リカの経済 

・アフリカの産業の実態や

課題について，その変化に

着目しながら理解する。 

○アフリカが抱える課題と

その取り組み 

・アフリカ各国が抱えてい

る問題を理解し，そこから

の脱却について考え，表現

する。 

・アフリカ州の地域的特色

に関する地図や写真，グラ

フなどの様々な資料を活用

しながら，アフリカの生活

と変化という主題を基に特

色を理解している。 

・アフリカ州の地域的特色

について多面的・多角的に

考察し，その過程や結果を

適切に表現するとともに，

予想されるアフリカ州の変

化について学習内容を基に

判断している。 

・アフリカ州に対する関心

を高め，地域的特色及び食

糧問題や環境問題など地

球的な課題を意欲的に追

究している。 

授業プリント 

ワークシート 

単元テスト 

定期考査 

12 

 

第４節 北アメリカ州 ６ ○北アメリカ州の自然環境 

・地形や気候を中心に，北

アメリカ州の国々や自然な

・北アメリカ州に関する

様々な資料を活用しなが

ら，アメリカが産業や文化

・北アメリカ州の地域的特

色について多面的・多角的

に考察し，その過程や結果

・北アメリカ州に対する関

心を高め，地域的特色及び

グローバル化の影響など

授業プリント 

ワークシート 

単元テスト 



どの基本的な特色を理解す

る。 

○移民の歴史と多様な民族

構成 

・北アメリカ州の民族構成

や地域分布，多様な文化に

ついて理解する。 

○大規模な農業と多様な農

産物 

・アメリカの農業の特色を

資料から読み取り，表現す

る。 

○世界をリードする工業 

・アメリカ合衆国の工業の

発展と世界への影響につい

て理解する。 

○アメリカ合衆国にみる生

産と消費の問題 

・アメリカ合衆国の人々の

生活や文化の特色を理解

し，世界への影響や課題を

考え，表現する。 

で世界に与える影響を主題

として，北アメリカ州の地

域的特色を理解している。 

を適切に表現するととも

に，アメリカが世界に与え

る影響について学習内容を

基に判断している。 

地球的な課題を意欲的に

追究している。 

定期考査 

１ 

 

第５節 南アメリカ州 ６ ○南アメリカ州の自然環境 

・地形や気候を中心に，南

アメリカ州の国々や自然な

どの基本的な特色を理解す

る。 

○多様な民族･文化と人々

の生活 

・南アメリカの文化の特色

をその国々の歴史的背景に

着目しながら理解する。 

○大規模化する農業と成長

する工業 

・南アメリカ州の農業や工

・南アメリカ州に関する

様々な資料を活用しなが

ら，アマゾンの森林開発と

環境保護の両立を主題とし

て，南アメリカ州の地域的

特色を理解している。 

・南アメリカ州の地域的特

色について多面的・多角的

に考察し，その過程や結果

を適切に表現するととも

に，持続可能な開発のあり

方について学習内容を基に

判断している。 

・南アメリカ州に対する関

心をもち，生物多様性や持

続可能な開発など地球的

な課題を意欲的に追究し

ている。 

授業プリント 

ワークシート 

単元テスト 

定期考査 



業の発展の特色について，

開発に着目しながら理解す

る。 

○ブラジルにみる開発と環

境保全 

・アマゾンをはじめとする

ブラジルにおける開発が地

域の環境や人々の生活に与

えた影響について理解し，

より良い地域の在り方につ

いて考え，表現する。 

１ 

 

第６節 オセアニア州 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ ○オセアニア州の自然環境 

・地形や気候を中心に，オ

セアニア州の国々や自然な

どの基本的な特色を理解す

る。 

○移民の歴史と多文化社会

への歩み 

・オーストラリアにおける

ヨーロッパの影響と多文化

社会への転換について理解

する。 

○他地域と結び付いて発展

する産業 

・オーストラリアやニュー

ジーランドを中心としたオ

セアニアの産業が変化した

背景や要因を考え，表現す

る。 

・オセアニア州に関する

様々な資料を活用しなが

ら，他地域との結び付きを

主題として，オセアニア州

の地域的特色を理解してい

る。 

・オセアニア州の地域的特

色について多面的・多角的

に考察し，その過程や結果

を適切に表現するととも

に，学習内容を基に判断し

ている。 

・オセアニア州に対する関

心を高め，グローバル化の

進展による他地域との結

び付きの変化などの地球

的な課題を追究している。 

授業プリント 

ワークシート 

単元テスト 

定期考査 

２ 

３ 

【歴史的分野】 

第３編 中世の日本と世

界 

第１節 古代から中世へ 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

○武士の登場 

・律令制のおとろえの中で

の武士の地位の高まりをと

らえ，武士がどのように力

をつけていったのかについ

て考え，表現する。 

・武士の政治への進出やユ

ーラシア大陸の変化に着目

して，鎌倉幕府の成立，元

寇などを基に，天皇や貴族

の政治との違いについて考

えながら，武家政治の成立

・中世における政治の展開，

産業の発達，社会の様子，

文化の特色などについて，

古代と中世との共通点や相

違点に着目し，中世の学習

の内容を比較したり関連付

・国際的な関わりの中で武

家政治の成立と推移につ

いて主体的に追究すると

ともに，国家や文化の発展

に対する関心を高めてい

る。 

授業プリント 

ワークシート 

単元テスト 

定期考査 



 

 

 

 

第２節 鎌倉幕府の成立 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３節 室町幕府と下剋

上 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

○院政と平氏政権 

・摂関政治との比較などを

通して院政の特徴を理解す

るとともに，社会状況の変

化により武士が政治に関与

し始めたことを理解する。 

○鎌倉幕府の政治 

・鎌倉幕府の政治のしくみ

をとらえ，武士による政治

の基盤がつくられたことを

理解する。 

○鎌倉時代の人々のくらし 

・社会や人々のくらしがど

のように変化したかを，農

業技術の進歩や商業の発

達，貨幣経済の進展に着目

して考え，表現する。 

○鎌倉時代の文化と仏教 

・当時の社会情勢の変化を

背景として，新しい仏教が

武家や民衆に広がったこと

を理解する。 

○元の襲来と鎌倉幕府 

・国内の戦いとのちがいに

よる御家人の窮乏などの課

題をふまえて，鎌倉幕府が

おとろえた理由について考

え，表現する。 

○南北朝の動乱と室町幕府 

・京都で室町幕府が成立し

た過程について，南北朝の

動乱を通して考え，表現す

る。 

・南北朝の動乱を通じて成

長した守護大名について理

の背景と推移，元寇の背景

や国内に及ぼした影響につ

いて理解している。 

けたりするなどして，その

結果を考察するとともに，

言葉や図で表現している。 



 
 
 
 
 
 
 

解する。 

○東アジアの交流と琉球王

国の成立 

・14～15世紀の東アジアで

どのような交流が行われて

いたのかについて考え，表

現する。 

・中世の琉球の国際的な役

割について，琉球の文化に

もふれながら理解する。 

○産業の発展と都市と村 

・産業の発展により，室町

時代の人々の生活や意識が

どのように変化したのかを

考え，表現する。 

○応仁の乱と戦国大名 

・応仁の乱によって世の中

が乱れ民衆たちが自分たち

の生活を守るために自治を

すすめ，各地で一揆が起こ

ったことを理解する。 

○室町時代の文化とその広

がり 

・室町時代の文化の特徴に

ついて，武家と公家や中国

との関係をふまえて考え，

表現する。 



令和６年度  数学科  １学年  年間指導・評価計画 

月 単元 
時

数 学習内容・学習活動 
評価規準 

評価方法 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

４ １章 整数の性質 

 

１節 整数の性質 

章の問題 

３ 

 

１ 

素数でない数を素数の積

で表し、約数や倍数を求め

ることができるようにす

る。 

自然数，素数，素因数の意

味を理解し，自然数を素因

数分解することができる。 

約数などの整数の性質を素

因数分解によって捉え直す

ことができる。 

整数の性質のよさに気づ

いて粘り強く考え，整数の

性質について学んだこと

を生活や学習にいかそう

としたり，整数の性質を使

った問題解決の過程をふ

り返って検討しようとし

たりしている。 

定期考査 

授業観察 

提出物 

 

４ 

５ 

６ 

２章 正の数、負の数 

 

１節 正の数、負の数 

２節 加法と減法 

３節 乗法と除法 

４節 正の数、負の数の

活用 

章の問題 

 

 

５ 

８ 

８ 

１ 

 

１ 

具体的な場面を通して正

の数と負の数について理

解し、その四則計算ができ

るようにするとともに、正

の数と負の数を用いて表

現し考察することができ

るようにする。 

正の数，負の数の必要性と

意味を理解し，正の数，負

の数の四則計算をしたり，

具体的な場面で正の数，負

の数を使って表したり処理

したりすることができる。 

算数で学習した数の四則計

算と関連づけて，正の数，

負の数の四則計算の方法を

考察し表現したり，正の数，

負の数を具体的な場面で使

ったりすることができる。 

正の数，負の数のよさに気

づいて粘り強く考え，正の

数，負の数について学んだ

ことを生活や学習にいか

そうとしたり，正の数，負

の数を使った問題解決の

過程をふり返って検討し

ようとしたりしている。 

単元テスト 

定期考査 

授業観察 

提出物 

 

６ 

７ 

９ 

３章 文字と式 

 

１節 文字を使った式 

２節 文字を使った式の

計算 

３節 文字を使った式の

活用 

４節 数量の関係を表す    

   式 

章の問題 

 

 

８ 

６ 

 

２ 

 

３ 

 

１ 

文字を用いて数量の関係

や法則などを式に表現し

たり、式の意味を読み取っ

たりする能力を培うとと

もに、文字を用いた式の計

算ができるようにする。 

文字を使うことの必要性と

意味を理解し，文字を使っ

た式における乗法と除法の

表し方を知り，簡単な１次

式の加法と減法の計算をす

ることができる。さらに，

数量の関係や法則などを文

字を使った式に表すことが

できることを理解し，数量

の関係や法則などを式を使

って表したり読みとったり

することができる。 

具体的な場面と関連づけ

て，１次式の加法と減法の

計算の方法を考察し表現す

ることができる。 

文字を使うことのよさに

気づいて粘り強く考え，文

字を使った式について学

んだことを生活や学習に

いかそうとしたり，文字を

使った式を用いた問題解

決の過程をふり返って検

討しようとしたりしてい

る。 

単元テスト 

定期考査 

授業観察 

提出物 

 



 

９ 

10 

４章 方程式 

 

１節 方程式とその解き 

   方 

２節 方程式の活用 

章の問題 

 

 

９ 

 

６ 

１ 

方程式について理解し、一

元一次方程式を用いて考

察することができるよう

にする。 

方程式の必要性と意味およ

び方程式の中の文字や解の

意味を理解し，簡単な方程

式を解くことができる。 

方等式の性質をもとにし

て，方程式を解く方法を考

察し表現することができ，

方程式を具体的な場面で使

うことができる。 

方程式のよさに気づいて

粘り強く考え，方程式につ

いて学んだことを生活や

学習にいかそうとしたり，

方程式を使った問題解決

の過程をふり返って検討

しようとしたりしている。 

単元テスト 

定期考査 

授業観察 

提出物 

 

10 

11 

５章 比例と反比例 

 

１節 関数 

２節 比例 

３節 反比例 

４節 比例と反比例の活 

   用 

章の問題 

 

 

３ 

６ 

５ 

４ 

 

１ 

具体的な事象の中から二

つの数量を取り出し、それ

らの変化や対応を調べる

ことを通して、比例、反比

例の関係についての理解

を深めるとともに、関数関

係を見いだし表現し考察

する能力を培う。 

関数関係や座標の意味，比

例，反比例について理解し，

比例，反比例を表，式，グ

ラフなどに表すことができ

る。 

比例，反比例としてとらえ

られる２つの数量について

調べ，それらの変化や対応

の特徴を見いだしたり，比

例，反比例を使って具体的

な事象をとらえ考察し表現

したりできる。 

比例，反比例のよさに気づ

いて粘り強く考え，比例，

反比例について学んだこ

とを生活や学習にいかそ

うとしたり，比例，反比例

を使った問題解決の過程

をふり返って検討しよう

としたりしている。 

単元テスト 

定期考査 

授業観察 

提出物 

 

12 

１ 

６章 平面図形 

 

１節 平面図形の基礎 

２節 作図 

３節 図形の移動 

４節 円とおうぎ形の計 

   量 

章の問題 

 

 

４ 

７ 

３ 

３ 

 

１ 

観察、操作や実験などの活

動を通して、見通しをもっ

て作図したり図形の関係

について調べたりして平

面図形についての理解を

深めるとともに、論理的に

考察し表現する能力を培

う。 

垂直二等分線，角の二等分

線，垂線などの基本的な作

図の方法や，平行移動，回

転移動，対称移動について

理解することができる。 

図形の性質に着目して基本

的な作図の方法を考察し表

現したり，図形の移動に着

目して２つの図形の関係に

ついて考察し表現したり，

基本的な作図や図形の移動

を具体的な場面で活用した

りすることができる。 

平面図形の性質や関係を

とらえることのよさに気

づいて粘り強く考え，平面

図形について学んだこと

を生活や学習にいかそう

としたり，作図や図形の移

動を使った問題解決の過

程をふり返って検討しよ

うとしたりしている。 

単元テスト 

定期考査 

授業観察 

提出物 

 

１ 

２ 

 

７章 空間図形 

 

１節 空間図形の基礎 

２節 立体の見方と調べ 

   方 

３節 立体の体積と表面 

   積 

 

 

７ 

５ 

 

４ 

 

観察、操作や実験などの活

動を通して、空間図形につ

いての理解を深めるとと

もに、図形の計量 

についての能力を伸ばす。 

空間における直線や平面の

位置関係を知り，おうぎ形

の弧の長さと面積，基本的

な柱体や錐体，球の表面積

や体積を求めることができ

る。 

空間図形を直線や平面図形

の運動によって構成される

ものと捉えたり，空間図形

を平面上に表現して平面上

の表現から空間図形の性質

を見いだしたり，立体図形

の表面積や体積の求め方を

空間図形の性質や関係を

とらえることのよさに気

づいて粘り強く考え，空間

図形について学んだこと

を生活や学習にいかそう

としたり，空間図形の性質

や関係を使った問題解決

単元テスト 

定期考査 

授業観察 

提出物 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

章の問題 １ 考察し表現したりすること

ができる。 

の過程をふり返って検討

しようとしたりしている。 

２

３ 

８章 データの分析 

 

１節 度数の分布 

２節 データの活用 

章の問題 
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１ 

１ 

目的に応じて資料を収集

し、コンピュータを用いた

りするなどして表やグラ

フに整理し、代表値や資料

の散らばりに着目してそ

の資料の傾向を読み取る

ことができるようにする。 

ヒストグラムや相対度数な

どの必要性と意味を理解

し，データを表やグラフに

整理したり，多数の観察や

多数回の試行によって得ら

れる確率の必要性と意味を

理解したりすることができ

る。 

目的に応じてデータを収集

して分析し，そのデータの

分布の傾向を読みとり，批

判的に考察し判断したり，

多数の観察や多数回の試行

の結果をもとにして，不確

定な事象の起こりやすさの

傾向を読みとり表現したり

することができる。 

ヒストグラムや相対度数，

多数の観察や多数回の試

行によって得られる確率

などのよさに気づいて粘

り強く考え，学んだことを

生活や学習にいかそうと

したり，問題解決の過程を

ふり返って検討しようと

したり，多面的にとらえ考

えようとしたりしている。 

単元テスト 

授業観察 

提出物 

 

 予備 11      



 

月 
単元 

時

数 
学習内容・学習活動 

評価規準 
評価方法 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

４ 
５ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 
５ 
６ 

・生物の観察と分類のし

かた 
・植物の分類 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・動物の分類 

25 

・身近な生物の観察  
 
 
 
・果実をつくる花のつく

り 
 
 
・裸子植物と被子植物  
 
・葉・根のつくり 
 
 
・シダ植物とコケ植物 
・さまざまな植物の分類 
・せきつい動物と無せき

つい動物の分類 

・ルーペや顕微鏡の使い方

を理解できる。 
・植物の花のつくりや名称、

役割を理解できる。  
・果実をつくる植物のつく

りについて理解できる。 
 
・被子植物と裸子植物の相

違点を理解できる。 
・葉脈の模様の違いや根の

つくりの違いについて理解

できる。  
・胞子でふえる植物と種子

でふえる植物の生活史の違

いを理解できる。 
・せきつい動物と無せきつ 
い動物の特徴を理解でき

る。 

 
 
 
 
・果実をつくる植物のつく

りを理解したうえで、果実

がどのようにできるか説明

できる。 
・被子植物と裸子植物の相

違点を説明できる。 
・葉脈の模様の違いや根の

つくりの違いから、分類で

きる。 
・シダ植物とコケ植物の増

え方と種子植物のふえ方の

違いを説明できる。 
・せきつい動物と無せきつ

い動物の分類を身体の特徴

と合わせ表現できる。 

植物や動物に関する事

物・現象に進んでかかわ

り，見通しをもったり振り

返ったりするなど，科学的

に探究しようとしている。 

・定期考査 
・単元テスト 

・観察、実験 
レポート 

・振り返りシート 

６ 
７ 
９ 
 
 
 
 
 

《身のまわりの物質》 
・身の回りの物質とその

性質 
・気体の性質 
 
 
 
 

28 

・金属の性質  
・プラスチックの性質  
 
・気体の性質  
・気体の発生  
 
 
 

・金属と非金属、各種のプ

ラスチックの特徴と違いを

理解できる。 
・気体発生の実験結果から

それぞれの気体の性質をま

とめ、理解できる。 
・気体発生の実験操作を理

解し、実験できる。 

・有機物と無機物の特徴か

ら物質を分類することがで

きる。 
・気体の発生実験の結果を

整理し、それぞれの気体の

性質について考察できる。 
 
 

植物や動物に関する事

物・現象に進んでかかわ

り，見通しをもったりふり

返ったりするなど，科学的

に探究しようとしている。 

・定期考査 

・単元テスト 

・観察、実験 

レポート 

・振り返りシート 

令和６年度  理科  １学年  年間指導・評価計画 



４ 
６ 
７ 
９ 

 
・水溶液の性質 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・物質の姿と状態変化 

 
・溶けているとはどのよ

うなことか 

・溶解度と溶解度曲線 

・濃度 

・再結晶  
・ろ過 

・蒸留 

 
 
 
 
 
 
・状態変化と温度 

 
・メスシリンダー、ガスバ

ーナーを正しく使うことが

できる。 
・溶解度をグラフから読み

取ることができる。  
・質量パーセント濃度の計

算ができる。 
・ろ過、蒸留、再結晶の実

験操作を理解し、実験でき

る。 
・再結晶による物質の分離

について、その量的関係を

理解できる。 
・物質の三態変化について

沸点と融点から特定の温度

での状態を表現することが

できる。  

 
・溶解、溶液、溶質の用語

を正しく使い水溶液の特徴

を正しく説明できる。 
・水溶液の状態を粒子のモ

デルで考え、表現すること

ができる。 

 
 
 
 
 
 
 
・物質の三態変化について

沸点と融点から特定の温度

での状態を表現することが

できる。  
・物質の状態について粒子

のモデルで考え、表現する

ことができる。 
10 
11 
12 
１ 
２ 
３ 

《身のまわりの現象》 
・光の世界 
 
 
 
 
・音の世界 
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・光とはなにか  
・光の屈折と反射 
・レンズと像 
 
 
 
・音とはなにか 
・音の伝わり方  
・共鳴  
 
 
 

・光の進み方や基本性質を

理解できる。  
・実像と虚像について違い

を理解できる。 
 
 
・音などの共鳴について、

原理を理解できる。 
・音の大きさや高低の違い

が振動数や振幅の大きさの

違いであることを理解でき

る。 

・光が屈折や反射するとき

にお光の進み方について考

え、説明できる。 
・実像と虚像のでき方を作

図で表現できる。 
 
・音の大小や高低の違いを、

振動数や振幅の違いである

ことを理解し、その違いを

表現できる。 
 
 

・光・音・力に関する事物・

現象に進んでかかわり，見

通しをもったり振り返っ

たりするなど，科学的に探

究しようとしている。 

・定期考査 
・単元テスト 

・観察、実験 
レポート 

・振り返りシート 
 

 
 
 
 

 
 



 
 
 
 

・力の世界 ・力とはなにか 
・重力 
・質量と重さ  
・力の表し方  
・バネの伸びと力 
・力のつり合い 
 

・力による物体の変化を通

して力の三要素を理解でき

る。  
・重さと質量の違いを明確

に理解できる。 
・２力のつり合う条件を理

解できる。 
・力の大きさとバネの伸び

の関係をグラフから読み

取り、比例の関係であるこ

とを理解している。 

・日常生活の中で力がどの

ようなはたらきをするか 
・力の大きさとバネの伸び

の関係をグラフから読み取

り、比例の関係にあること

を説明できる。 
 

・定期考査 
・単元テスト 
・観察、実験 
レポート 

・振り返りシート 

７ 
９ 
10 
11 
12 
１ 
２ 
３ 

《大地の変化》 

・火をふく大地  
 

 
・動き続ける 
大地  

 
 
・大地の変化を読みとる

大地の変化 
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・火山とマグマ  
・火成岩とそのできかた  
・マグマと噴火  
・地震のおこる原因  
・地震のゆれの伝わり方  
・地震と災害  
 
 
 ・岩石の風化と流水作用  
・地層の重なり  
・堆積岩のでき方と特徴 

・示相化石と示準化石 
 

・火成岩の２種類（火山岩、

深成岩）の観察を積極的に

行える。 
・地震に伴う災害とその対

応について理解できる。  
・プレートの移動について

理解できる。 
 
・断層や褶曲のでき方や地

形の特徴を理解できる。 

・示相化石と示準化石の代

表的なものとその示す環境

や地質年代を理解できる。 

 

・マグマの性質と、火山の

形や噴火の特徴を関連づけ

て考えることができる。  
・火成岩の名称および、特

徴と成因を関連づけて考え

ることができる。  
・S 波 P 波の違いと、その

進み方を示すグラフから震

源までの距離や地震の規模

について説明できる。  
・地震の原因とプレートの

関連づけた考えをもつ。  
・流水の三作用について理

解し、表現することができ

る。  
・堆積岩の作りと成因につ

いて関連づけて説明でき

る。 

・大地の変化に関する事

物・現象に進んでかかわ

り，見通しをもったり振り

返ったりするなど，科学的

に探究しようとしている。 
 
・火山の恩恵と、自然災害

の両方について学び自然

を総合的に理解し、自然を

大切にし、活用する姿勢を

もっている。 

・定期考査 
・単元テスト 
・観察、実験 
レポート 

・振り返りシート 



令和６年度  英語科  １学年  年間指導・評価計画 

月 単元 
時

数 
学習内容・学習活動 

評価規準 
評価方法 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

４ 
 
 
 
 

Unit 0 

Welcome to Junior High 

School 

□小学校で習った表現を

使ったり，単語を読んだ

り書き写したりすること

ができる。 

６ 
 

小学校で習った表現を使っ

て，自分と相手のことにつ

いてやり取りすることがで

きる。 

アルファベットの知識をも

とに，単語を読んだり書き

写したりすることができ

る。 

［知識］小学校で習った英

語表現の意味・用法を理解

している。（L・SI） 

［技能］小学校で習った英

語表現の理解をもとに，あ

いさつや好きなもの，入り

たい部活動などを伝え合っ

たり，先生の指示を聞き取

ったりする技能を身に付け

ている。（L・SI） 

初対面の相手と知り合う

ために，好きなもの，入り

たい部活動などについて，

小学校で習った英語表現

を用いて，おたがいの考え

や気持ちなどを伝え合っ

ている。（SI） 

 

初対面の相手と知り合う

ために，好きなもの，入り

たい部活動などを伝え合

ったり，先生の指示を聞き

取ってそれに合わせて動

いたりしようとしている。

（L・SI） 

ワークブック 
リスニングテスト 
単元テスト 
パフォーマンステ

スト（スピーチ、

対話） 
音読テスト 
定期テスト 
授業内の取り組み

やワークシート 

 学び方コーナー① １ 英和辞書の見出し語配列に

ついて知り，基本的な使い

方を理解する。 

［知識］英和辞書の見出し

語配列について理解して

いる。 

 ［技能］英和辞書の見出し

語配列についての知識を

もとに，辞書で単語をひく

技能を身に付けている。 

 英和辞書の見出し語配列

について知り，基本的な使

い方を理解しようとして

いる。 

 

５ Unit 1 

New School, New Friends 

□自分がふだんよくする

ことや，できることを伝

えることができる。 

８ おたがいのことをよりよく

知るために，名前や好きな

ものなどについて伝え合う

ことができる。 

 

［知識］一人称のbe動詞

と一般動詞を用いた文の

形・意味・用法を理解して

いる。（L・R・SI・SP・W） 

 ［技能］名前や好きなもの

などについて，be動詞や一

般動詞を用いてコミュニケ

ーションを行う技能を身に

つけている。（L・R・SI・SP・

W） 

おたがいのことをよりよく

知るために，名前や好きな

ものなどについて，自分の

考えや気持ちを，簡単な語

句や文を用いて即興で伝え

合ったり発表したりしてい

る。（SI・SP） 

おたがいのことをよりよ

く知るために，出身地や好

きなスポーツなどについ

て，簡単な語句や文を用い

て即興でたずねたり答え

たりしようとしている。

（L・R・SI・W） 

 



    [知識]助動詞canを用いた

文の形・意味・用法を理解

している。（L・R・SI・W） 

 ［技能］できることやでき

ないことについて，助動詞

canなどを用いてコミュニ

ケーションを行う技能を身

に付けている。（L・R・SI・

W） 

おたがいのことをよりよく

知るために，できることや

できないことについて，簡

単な語句や文を用いて即興

でたずねたり答えたりして

いる。（SI） 

 

  

 Unit 2 

Our New Teacher 

□身近な人やものについ

て紹介したり，たずねた

りすることができる。 

１ 相手に紹介する場面で，身

近な人やものについて話

すことができる。 

 ［知識］This [That, He, 

She] is …. 

の文の形・意味・用法

を理解している。（L・R・SI・

SP・W） 

［技能］身近な人やものに

ついて，This [That, He, 

She] is …. の文などを用

いてコミュニケーションを

行う技能を身に付けてい

る。（L・R・SI・SP・W） 

相手に紹介する場面で，身

近な人やものについて，簡

単な語句や文を用いて情

報を即興で伝え合ったり

話したりしている。（SI・

SP） 

 

相手に紹介する場面で，身

近な人やものについて，簡

単な語句や文を用いて即

興でコミュニケーション

を行おうとしている。（L・

R・SI・SP・W） 

 

５ Grammar for 

Communication 1 

２ be動詞と一般動詞を用い

た文の形・意味・用法を復

習し，理解を確かめる。 

［知識］be動詞と一般動詞

を用いた文の形・意味・用

法を理解している。 

 ［技能］自分や相手，身近

なものについて，be動詞や

一般動詞を用いて，状態や

習慣などを伝える技能を身

に付けている。 

   

 学び方コーナー② １ つづりと発音の関係を理

解し，知らない単語の読み

方を推測することができ

  [態] つづりと発音の関

係を理解し，知らない単語

の読み方を推測しようと

している。 

 



る。 

 Unit 3 

Club Activities 

□いつ・どこなのかをた

ずねたり，数をたずね

たりすることができ

る。 

１ 疑問に思うことを知るた

めに，場所や時についてた

ずねたり答えたりするこ

とができる。 

［知識］疑問詞whereや

whenを用いた文の形・意

味・用法を理解している。

（L・R・SI・W）  

［技能］場所や日時につい

て，疑問詞whereやwhenな

どを用いてコミュニケーシ

ョンを行う技能を身に付け

ている。（L・R・SI・W） 

思疑問に思うことを知る

ために，場所や日時につい

て，簡単な語句や文を用い

て情報を即興でたずねたり

答えたりしている。（SI） 

 

疑問に思うことを知るた

めに，場所や日時につい

て，簡単な語句や文を用い

て即興でコミュニケーシ

ョンを行おうとしている。

（L・R・SI・W） 

 

６ Grammar for 

Communication 2  

１ 名詞の形・意味・用法を復

習し，理解を確かめる。 

［知識］名詞の形・意味・

用法を理解している。 

［技能］ものの数などに合

わせて，名詞を正しい形で

用いる技能を身に付けてい

る。 

   

 Unit 4 

Friends in New Zealand 

□相手に指示したり，時

刻や好きなものをたず

ねたりすることができ

る。 

８ 相手の状況に合わせて，指

示や助言をすることがで

きる。 

［知識］命令文の形・意味・

用法を理解している。（L・

R・SI・W） 

 ［技能］相手に対する指示

や助言などについて，命令文

などを用いてコミュニケー

ションを行う技能を身に付

けている。（L・R・SI・W） 

道案内などをするために，

相手がいる場所や状況を考

えて，簡単な語句や文を用

いて，即興で指示や助言を

している。（SI） 

 

態道案内などをするため

に，相手がいる場所や状況

を考えて，簡単な語句や文

を用いて，即興でコミュニ

ケーションを行おうとし

ている。（L・R・SI・W） 

 

  ２ 現在の時刻を確認したり，

相手の毎日の習慣などに

ついて時刻をたずねたり

答えたりすることができ

る。 

    

 Grammar for 

Communication 3 

１ 疑問詞を用いた文の形・意

味・用法を復習し，理解を

［知識］疑問詞を用いた文

の形・意味・用法を理解し

   



確かめる。 ている。 

［技能］たずねたい内容に

応じて，疑問詞を正しく使

い分ける技能を身に付けて

いる。 

 Unit 5 

A Japanese Summer 

Festival 

□行った場所や，そこで

楽しんだことなどにつ

いて話すことができ

る。 

１ ものの場所や人の位置を

伝えるために，どこにある

か・どこにいるかを説明す

ることができる。 

［知識］前置詞の形・意味・

用法を理解している。（L・

R・SI・W） 

 ［技能］ものの場所や人の

位置について，場所を表す

前置詞などを用いてコミュ

ニケーションを行う技能を

身に付けている。（L・R・SI・

W） 

ものの場所や人の位置を伝

えるために，どこにある

か・どこにいるかについて，

簡単な語句や文を用いて即

興で伝え合っている。（SI） 

 

ものの場所や人の位置を

伝えるために，どこにある

か・どこにいるかについ

て，簡単な語句や文を用い

て即興でコミュニケーシ

ョンを行おうとしている。

（L・R・SI・W） 

 

７ Grammar for 

Communication 3 

２ 疑問詞を用いた文の形・意

味・用法を復習し，理解を

確かめる。 

［知識］疑問詞を用いた文

の形・意味・用法を理解し

ている。 

［技能］たずねたい内容に

応じて，疑問詞を正しく使

い分ける技能を身に付けて

いる。 

   

９ Unit 5 

A Japanese Summer 

Festival 

□行った場所や，そこで

楽しんだことなどにつ

いて話すことができ

る。 

８ ものの場所や人の位置を

伝えるために，どこにある

か・どこにいるかを説明す

ることができる。 

［知識］前置詞の形・意味・

用法を理解している。（L・

R・SI・W） 

［技能］ものの場所や人の

位置について，場所を表す

前置詞などを用いてコミ

ュニケーションを行う技

能を身に付けている。（L・

R・SI・W） 

ものの場所や人の位置を

伝えるために，どこにある

か・どこにいるかについ

て，簡単な語句や文を用い

て即興で伝え合っている。

（SI） 

 

[態度] ものの場所や人の

位置を伝えるために，どこ

にあるか・どこにいるかに

ついて，簡単な語句や文を

用いて即興でコミュニケ

ーションを行おうとして

いる。（L・R・SI・W） 

 

 Stage Activity 1 ２ 自分の好きなことについ ［知識］Unit 5までの学習 自分のことを知ってもらう 自分のことを知ってもら  



“All about Me” Poster 

□自分の好きなことにつ

いて，つながりのある

文章を書くことができ

る。 

て，つながりのある文章を

書くことができる。2 

事項を用いた文の形・意

味・用法を理解している。

（R・SI・W） 

 ［技能］自分が好きなこ

とについて，読んだ内容を

参考に情報を整理し，Unit 

5までの学習事項を用い

て，つながりのある文章を

書く技能を身につけてい

る。（R・SI・W） 

ために，自分が好きなこと

について，情報を整理して

つながりのある文章でポス

ターを書き，おたがいに読

んで感想を伝え合ってい

る。（R・SI・W） 

うために，自分が好きなこ

とについて，情報を整理し

てつながりのある文章で

ポスターを書こうとし，お

たがいに読んで感想を伝

え合おうとしている。（R・

SI・W） 

 Small Talk! 1       
10 Unit 6 

A Speech about My 

Brother 

□自分と相手以外の人や

ものなどについて，た

ずねたり伝えたりする

ことができる。 

６ 家族などが好きなことを

聞き取ったり，いっしょに

することなどについて話

したりすることができる。 

家族や身近な人について

聞き手に伝えたり，どのよ

うな人かを知るために話

の概要を捉えたりするこ

とができる。 

家族や身近な人がするこ

となどについて聞き手に

伝えたり，どのようなこと

をしている人かを知るた

めに話の概要を捉えたり

することができる。 

友達の家族などがどのよ

うな人かを知るために，対

話の概要を捉え，その情報

に追加してたずねたり書

いたりすることができる。 

［知識］名前や得意なこと

を伝える表現や，自分と相

手以外の人について話す

文の意味を理解している。

（L・SP） 

 ［技能］家族などについ

て名前や得意なことを話

したり，家族などが好きな

ことを聞き取ったりする

技能を身に付けている。

（L・SP） 

 

家族や身近な人がどのよ

うな人かを知るために，そ

の人についてのスピーチ

を聞いたり読んだりして，

概要を捉えている。（L・R） 

 

家族などについて聞き手

に知ってもらうために，名

前や得意なことについて

話そうとしたり，相手の家

族などについて知るため

に，その好きなことなどに

ついて聞き取ったりしよ

うとしている。（L・SP） 

 



 Let’s Talk 1 

お願い 

□身近な人に許可を求め

たり，依頼したりする

ことができる。 

１ 身近な人に許可を求めた

り，依頼したりすることが

できる。 

［知識］身近な人に許可を

求める表現や依頼する表

現の意味や働きを理解し

ている。（SI） 

 ［技能］自分がしたいこと

や相手に頼みたいことに

ついて，身近な人に許可を

求める表現や依頼する表

現を用いて伝えたり，答え

たりする技能を身に付け

ている。（SI） 

思 したいことや頼みたい

ことを伝えるために，

その場の状況を考えな

がら，身近な人に許可

を求めたり依頼した

り，それに適切に応答

したりしている。（SI） 

 

態したいことや頼みたい

ことを伝えるために，その

場の状況を考えながら，身

近な人に許可を求めたり

依頼したり，それに適切に

応答したりしようとして

いる。（SI） 

 

 学び方コーナー③ １ 英和辞書から英文に合っ

た単語の意味を見つける

ための使い方を理解する。 

［知識］自分と相手以外の

人について伝える文や，そ

の人についてたずねる文

の意味を理解している。

（L・SI） 

 ［技能］自分と相手以外

の人が何をする人かを聞

き取ったり，その人につい

てたずねたり答えたりす

る技能を身に付けている。

（L・SI） 

 態自分と相手以外の人の

ことを知るために，その人

が何をする人かを聞き取

ったり，その人についてた

ずねたり答えたりしよう

としている。（L・SI） 

 

 Grammar for 

Communication 4 

１ 
 

三人称単数現在形を用い

た文の形・意味・用法を復

習し，理解を確かめる。 

    

11 Unit 7 

Foreign Artists in 

Japan 

□自分と相手以外の人に

ついて話したり，どち

らなのか，だれのもの

８ 自分と相手以外の人が何

をする人かを聞き取った

り，質問したりすることが

できる。 

［知識］三人称単数現在形

を用いた文の形・意味・用

法を理解している。 

 ［技能］家族や身近な人に

ついて，その人がしている

ことや好きなものを，三人

自分と相手以外の外国人

などがどのような人か

を知るために，その人

についてのスピーチを

聞いたり読んだりし

て，概要を捉えている。

自分と相手以外の人のこ

とを知るために，その人が

何をする人かを聞き取っ

たり，その人についてたず

ねたり答えたりしようと

している。（L・SI） 

 



かをたずねたりするこ

とができる。 

称単数現在形を用いて表

現する技能を身に付けて

いる。 

（L・R） 

 

 Let’s Talk 2 

体調 

□相手の体調についてた

ずねたり，自分の体の不

調について説明したり

することができる。 

１ 相手の体調についてたず

ねたり，自分の体の不調に

ついて説明したりするこ

とができる。 

［知識］体調をたずねたり，

体の不調を説明したりする

表現の意味や働きを理解し

ている。（SI） 

［技能］相手や自分の体調

について，たずねたり説明

したりする表現を用いて，

伝え合ったり，指示をした

りする技能を身に付けて

いる。（SI） 

体調不良という場面に対応

するために，自分の体調を

伝えたり，相手に声をかけ

たり，適切に応答して指示

をしたりしている。（SI） 

 

体調不良という場面に対

応するために，自分の体調

を伝えたり，相手に声をか

けたり，適切に応答して指

示をしたりしようとして

いる。（SI） 

 

 Let’s Listen 1 

留学生のプロフィール 

□人に関する紹介を聞い

て，基本情報やその人が

どのような人かを理解

することができる。 

１ 人に関する紹介を聞いて，

基本情報やその人がどの

ような人かを理解するこ

とができる。 

［知識］人を紹介する表現

の意味や働きを理解して

いる。（L・W） 

［技能］人を紹介する表現

の意味や働きの理解をも

とに，留学生についての紹

介を聞いて，具体的な情報

を聞き取る技能を身に付

けている。（L・W） 

留学生がどのような人かを

理解するために，その人の基

本情報や好きなスポーツな

どについて，必要な情報を聞

き取ったり，アドバイスを書

いたりしている。（L・W） 

 

留学生がどのような人か

を理解するために，その人

の基本情報や好きなスポ

ーツなどについて，必要な

情報を聞き取ったり，アド

バイスを書いたりしよう

としている。（L・W） 

 

12 Grammar for 

Communication 5 

１ 代名詞の形・意味・用法を

復習し，理解を確かめる。 

［知識］代名詞の形・意

味・用法を理解している。 

［技能］人やものについて

話題を展開する際に，適切

な代名詞を使い分ける技

能を身に付けている。 

   

 Unit 8 

A Surprise Party 

□今していることについ

６ 誕生日にほしいものを伝

えたり，電話での会話から

相手がしていることを聞

［知識］誕生日にほしいも

のをたずねる表現や，今し

ていることを伝える文の

だれかが今していること

を知るために，現在の動作

について，聞いたり読んだ

[態度] 相手が誕生日にほ

しいものや相手が今して

いることを知るために，情

報をたずねたり答えたり，

 



て説明したり，たずね

たりすることができ

る。 

 

き取ったりすることがで

きる。 

意味を理解している。（L・

SI） 

   ［技能］誕生日にほしいも

のをたずねたり答えたり，

相手が今していることを

聞き取ったりする技能を

身に付けている。（L・SI） 

りして情報を捉えている。

（L・R） 

 

聞き取ったりしようとし

ている。（L・SI） 

 Let’s Write 1 

お祝い 

□目的に合わせたカード

を書くことができる。 

１ 
 

目的に合わせたカードを

書くことができる。 

［知識］グリーティングカ

ードの基本的な構成や表現

を理解している。（R・W） 

［技能］お祝いのカードを

読んで理解し，カードの構

成や表現の理解をもとに，

お礼のカードを書く技能

を身に付けている。（R・W） 

グリーティングカードを読

んで必要な情報を捉え，カ

ードを送る目的や相手のこ

とを考えてお礼のカードを

書いている。（W） 

 

グリーティングカードを

読んで必要な情報を捉え，

カードを送る目的や相手

のことを考えてお礼のカ

ードを書こうとしている。

（R・W） 

 

 学び方コーナー④ １ 
 

英語の子音の文字と音と

の関係を知り，英語らしい

発音をすることができる。 

  日本語の子音との違いに

注意しながら，英語の子音

の文字と音との関係を知

り，英語らしい発音をしよ

うとしている。 

 

 Grammar for 

Communication 6 

１ 
 

現在進行形を用いた文の

形・意味・用法を復習し，

理解を確かめる。 

［知識］現在進行形を用い

た文の形・意味・用法を理

解している。 

［技能］現在の動作や状況

について，現在進行形を用

いて今していることを伝え

る技能を身に付けている。 

   

１ Unit 9 

Think Globally, Act 

Locally 

□したいことや，する必

要のあることなどにつ

８ したいことやしようとし

ていることを説明するこ

とができる。 

［知識］世界の子供たちが

今していることや，自分た

ちがしたいことについて伝

える文の意味を理解してい

る。（L・SI） 

将来の夢や希望を伝える 

ために，したいことやしよ 

うとしていることについ 

て，聞いたり読んだりして 

情報を捉えている。（L・R） 

世界の子供たちの実情を

知り，将来の夢や希望を伝

えるために，今しているこ

とやしたいことをたずね

合ったり聞き取ったりし

 



いて説明したり，たず

ねたりすることができ

る。 

 ［技能］世界の子供たちな

どが今していることや，自

分たちがしたいことをたず

ね合ったり聞き取ったりす

る技能を身に付けている。

（L・SI） 

 ようとしている。（L・SI） 

 Let’s Talk 3 

道案内 

□徒歩での道順をたずね

たり，教えたりするこ

とができる。 

１ 徒歩での道順をたずねた

り，教えたりすることがで

きる。 

［知識］徒歩での道順をたず

ねたり，教えたりする表現

の意味や働きを理解して

いる。（SI） 

［技能］地図を見て状況を

整理し，徒歩での道案内の

表現を用いて，道をたずね

たり教えたりする技能を

身に付けている。（SI） 

思 相手が目的地へたどり 

着けるように，地図を見て 

状況を整理し，適切に道案 

内のやり取りをしている。 

（SI） 

 

相手が目的地へたどり着

けるように，地図を見て状

況を整理し，適切に道案内

のやり取りをしようとし

ている。（SI） 

 

 Let’s Listen 2 

欠席した友達への電話連

絡 

□友達にあとで伝えるべ

き情報を聞き取ること

ができる。 

１ 友達にあとで伝えるべき

情報を聞き取ることがで

きる。 

［知識］伝えるべき情報を

聞き取る方法を理解してい

る。（L） 

［技能］伝えるべき情報を

聞き取る方法の理解をも

とに，持ち物などについて

の話を聞いて，内容を聞き

取る技能を身につけてい

る。（L） 

友達に情報を伝えるため

に，持ち物などについての

話を聞いて，必要な情報を

捉えたりメモを取ったり

している。（L） 

 

友達に情報を伝えるため

に，持ち物などについての

話を聞いて，必要な情報を

捉えたりメモを取ったり

しようとしている。（L） 

 

 Stage Activity 2 

My Hero 

□好きな有名人やあこが

れの人についてたずね

たり，説明したりする

ことができる。 

２ 好きな有名人やあこがれ

の人についてたずねたり，

説明したりすることがで

きる。 

［知識］Unit 9までの学習

事項を用いた文の形・意

味・用法を理解している。

（L・R・SI・W） 

［技能］好きな有名人につ

いUnit 9までの学習事項

を用いて，どんな人かを理

好きな有名人がどのような

人かを伝えるために，その

人についての質問をして答

えたり，紹介する文章を書

いたりしている。（L・R・SI・

W） 

 

好きな有名人がどのよう

な人かを伝えるために，そ

の人についての質問をし

て答えたり，紹介する文章

を書いたりしようとして

いる。（L・R・SI・W） 

 



解したり，有名人について

たずねたり説明したりす

る技能を身に付けている。

（L・R・SI・W） 

 Let’s Read 1 

Let’s Climb Mt. Fuji 

□図や表などの情報を参

考に，書き手の考えを

読み取ることができ

る。 

２ 図や表などの情報を参考

に，書き手の考えを読み取

ることができる。 

［知識］図や表などの情報

をもとにした文章の読み

方を理解している。（R） 

 ［技能］図や表などの情報

をもとにして，まとまりの

ある文章の内容を読み取

る技能を身に付けている。

（R） 

書き手の考えを理解して

適切な助言などができる

ように，図や表などの情報

をもとに，まとまりのある

文章の概要を読み取って

いる。（R） 

 

書き手の考えを理解して

適切な助言などができる

ように，図や表などの情報

をもとに，まとまりのある

文章の概要を読み取ろう

としている。（R） 

 

 Small Talk! 2 １      
２ Unit 10 

Winter Vacation 

□過去の出来事について

説明したり，たずねた

りすることができる。 

 

８ 過去にしたことを伝え合

うことができる。 

［知識］毎年していること

や，過去の出来事について

伝える文の意味を理解し

ている。（L・SI） 

 ［技能］毎年しているこ

とや，過去の出来事につい

て，たずね合ったり聞き取

ったりする技能を身に付

けている。（L・SI） 

旅行の思い出などを知る

ために，過去にしたことに

ついて，聞いたり読んだり

して概要を捉えている。

（L・R） 

 

相手の冬休みについて知

るために，毎年しているこ

とや過去の出来事をたず

ね合ったり聞き取ったり

しようとしている。（L・SI） 

 

 Let’s Write 2 

旅先からの便り 

□旅先からの絵はがきを

書くことができる。 

１ 旅先からの絵はがきを書く

ことができる。 

［知識］絵はがきの基本的

な構成や表現を理解して

いる。（R・W） 

［技能］絵はがきを読んで

理解したり，絵はがきの構

成や表現の理解をもとに，

旅先からの絵はがきを書

いたりする技能を身に付

けている。（R・W） 

絵はがきを読んで概要を 

捉えたり，カードを送る目 

的や相手のことを考えて 

旅先からの絵はがきを書 

いたりしている。（R・W） 

 

絵はがきを読んで概要を

捉えたり，カードを送る目

的や相手のことを考えて

旅先からの絵はがきを書

いたりしようとしている。

（R・W） 

 



 Unit 11 

This Year’s Memories 

□過去の状態や気持ち，過

去のある時点にしていた

ことについて説明するこ

とができる。 

 

６ 過去の状態や気持ちなど

を伝え合うことができる。 

［知識］一年の思い出を伝

える文の意味を理解して

いる。（L・SI） 

  ［技能］一年の思い出につ

いて，したことを伝え合っ

たり，そのときの状態や気

持ちを聞き取ったりする

技能を身に付けている。

（L・SI） 

相手の一年の思い出などを

知るために，過去の状態や

気持ちについて，聞いたり

読んだりして概要を捉えて

いる。（L・R） 

 

一年の思い出を伝え合う

ために，したことやその時

の状態や気持ちについて，

簡単な語句や文を用いて

伝え合ったり，聞き取った

りしようとしている。（L・

SI） 

 

 Let’s Talk 4 

レストラン 

□レストランなどで，注

文をしたり質問に答え

たりすることができ

る。 

１ レストランなどで，注文を

したり質問に答えたりす

ることができる。 

［知識］レストランなどで

注文をしたり質問に答え

たりする表現の意味や働

きを理解している。（SI） 

［技能］レストランでの食

事の注文の際に，注文をし

たり質問に答えたりする表

現を用いて，状況に合わせ

て食事の場面の対話をする

技能を身に付けている。

（SI） 

レストランで食事をする

ことができるように，自分

が注文したいものを伝え

たり，質問に的確に答えた

りしている。（SI） 

 

レストランで食事をする

ことができるように，自分

が注文したいものを伝え

たり，質問に的確に答えた

りしようとしている。（SI） 

 

 Let’s Listen 3 

ラジオDJのトーク 

□休暇の思い出など日常

的な話を聞いて，主な

内容を聞き取ることが

できる。 

１ 休暇の思い出など日常的

な話を聞いて，主な内容を

聞き取ることができる。 

［知識］思い出などについ

て話される表現の意味や

働きを理解している。（L・

SI） 

 ［技能］思い出などについ

て話される表現の意味や

働きの理解をもとに，過去

に行った場所や体験した

ことなどについて，内容を

聞き取る技能を身につけ

ている。（L・SI） 

ラジオ番組でのDJの休暇

中の体験やリスナーとの

やり取りを聞いて，話の概

要を聞き取ったり答えた

りしている。（L・SI） 

 

ラジオ番組でのDJの休暇

中の体験やリスナーとの

やり取りを聞いて，話の

概要を聞き取ったり答え

たりしようとしている。

（L・SI） 

 



 
 
 
 
 
 
 

 Grammar for 

Communication 7 

２ 過去形と過去進行形を用

いた文の形・意味・用法を

復習し，理解を確かめる。 

［知識］過去形と過去進行

形を用いた文の形・意味・

用法を理解している。 

 ［技能］過去の出来事や状

態について，過去形や過去

進行形を用いて，過去にし

たことやしていたことを

伝える技能を身に付けて

いる。 

   

３ Stage Activity 3 

My Favorite Event This 

Year 

□思い出に残った学校行

事について発表するこ

とができる。 

２ 思い出に残った学校行事に

ついて発表することができ

る。 

［知識］Unit 11までの学

習事項を用いた文の形・意

味・用法を理解している。

（L・SI・SP・W） 

［技能］思い出に残った学

校行事について，Unit 11

までの学習事項を用いて

発表する技能を身に付け

ている。（L・SI・SP・W） 

思い出に残った学校行事

について，情報を整理した

り感想を考えたりしなが

ら原稿を作成し，発表のポ

イントを意識して話して

いる。（L・SI・SP・W） 

 

思い出に残った学校行事

について，情報を整理した

り感想を考えたりしなが

ら原稿を作成し，発表のポ

イントを意識して話そう

としている。（L・SI・SP・

W） 

 

 Learning LITERATURE in 

English 

              

 英語で書かれた文学作品

を聞いて話の概要を捉え，

物語の構成を理解するこ

とができる。 

［知識］物語の文章構成を

理解している。（L・R） 

［技能］文章構成の理解を

もとに，物語のあらすじを

聞き取ったり読み取ったり

する技能を身に付けてい

る。（L・R） 

物語のあらすじを理解す

るために，物語の文章構成

を意識することで話の概

要を捉えたり，話の続きを

考えたりしている。（L・R・

SP） 

 

物語のあらすじを理解す

るために，物語の文章構成

を意識することで話の概

要を捉えたり，話の続きを

考えたりしようとしてい

る。（L・R・SP） 

 



令和６年度  音楽科  １学年  年間指導・評価計画  

月 単元 
時

数 学習内容・学習活動 
評価規準 

評価方法 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

４ 

～  
10 

音楽の約束について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校歌の歌詞と旋律を確認

しよう 

（歌唱・鑑賞） 

 

 

 

 

 

 

 

音楽の特徴から情景を想

像しよう 

（鑑賞） 

 

詩の内容と曲想との関り

を感じ取ろう 

（鑑賞） 

前

期

23 

・音符や休符など、教科書 

や楽譜によく出てくる音 

楽のきまりを覚える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・音源を聞きながら校歌の 

歌詞と旋律を覚える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ソネットを手掛かりに曲 

想の変化を感じとる。         

【春】 

 

・詩の内容を理解して場面

の様子を想像しながら聴

き、特徴を感じ取る 

【知】音のつながり方の特

徴について，表したいイメ

ージと関わらせて理解して

いる。 

【技】創意工夫を生かした

表現で旋律や音楽をつくる

ために必要な，課題や条件

に沿った音の選択や組合せ

などの技能を身に付け，創

作で表している。 

 

【知】 曲想と音楽の構造や

歌詞の内容との関わりにつ

いて理解している。 

[技] 創意工夫を生かした

表現で歌うために必要な発

声，言葉の発音，身体の使

い方などの技能を身に付

け，歌唱で表している。 

 

 

【知】曲想と音楽の構造と

の関わりについて理解して

いる。 

 

 

 

 

【思】リズム，旋律を知覚

し，それらの働きが生み出

す特質や雰囲気を感受しな

がら，知覚したことと感受

したこととの関わりについ

て考え，どのように音楽を

つくるかについて思いや意

図をもっている 

 

 

 

 

【思】音色，旋律，強弱を

知覚し，それらの働きが生

み出す特質や雰囲気を感受

しながら，知覚したことと

感受したこととの関わりに

ついて考え，どのように歌

うかについて思いや意図を

もっている。 

 

 

 

【思】音色，旋律，テクス

チュア，形式を知覚し，そ

れらの働きが生み出す特質

や雰囲気を感受しながら，

知覚したことと感受したこ

ととの関わりについて考え

るとともに，曲や演奏に対

する評価とその根拠につい

【態】音のつながり方の特

徴に関心をもち，音楽活動

を楽しみながら主体的・協

働的に創作の学習活動に

取り組もうとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

【態】曲想と音楽の構造や

歌詞の内容との関わりに

関心をもち，音楽活動を楽

しみながら主体的・協働的

に歌唱の学習活動に取り

組もうとしている。 

 

 

 

 

【態】 曲想と音楽の構造

との関わりに関心をもち，

音楽活動を楽しみながら

主体的・協働的に鑑賞の学

習活動に取り組もうとし

ている。 

 

 

観察 

ワークシート 

鑑賞文 

実技テスト 

定期考査 

（前期） 



 

 

 

 

 

 

曲想を感じ取って、器楽

表現を工夫しよう（器楽） 

 

 

 

 

 

 

 
 
明るい歌声で歌おう 
（歌唱） 
 

 

・登場人物の旋律の雰囲気 

や歌い方の違いを感じ取

る。 【魔王】 

 

 

 

・曲想と音楽構造との関わ

りについて理解するとと

もに、それらを生かした器

楽表現を創意工夫して演

奏する。 

 

 

 

 

 

・歌詞の内容や曲想を感じ

取る。 

・自分の歌声に留意しなが

ら新しい仲間と表現を工

夫して歌う。  

  【校歌 など】 

 

 

 

 

 

 

 

【知】曲想と音楽の構造と

の関わりを理解している。 

【技】創意工夫を生かし、

全体の響きや各声部の音な

どを聞きながら他者と合わ

せて演奏する技術を身に着

け、器楽で表している。 

 

 

 

【知】 曲想と音楽の構造や歌

詞の内容との関わりについ

て理解している。 

【技】創意工夫を生かした表

現で歌うために必要な発

声，言葉の発音，身体の使

い方などの技能を身に付

け，歌唱で表している。 

 

 

て自分なりに考え，音楽の

よさや美しさを味わって聴

いている。 

 

 

 

【思】音色，リズム，テク

スチュアを知覚し，それら

の働きが生み出す特質や雰

囲気を感受しながら，知覚

したことと感受したことと

の関わりについて考え，ど

のように演奏するかについ

て思いや意図をもってい

る。 

 

【思】音色，旋律，強弱を

知覚し，それらの働きが生

み出す特質や雰囲気を感受

しながら，知覚したことと

感受したこととの関わりに

ついて考え，どのように歌

うかについて思いや意図を

もっている。 
 

 

 

 

 

 

 

【態】 曲想と音楽の構造

との関わりに関心をもち，

音楽活動を楽しみながら

主体的・協働的に器楽の学

習活動に取り組もうとし

ている。 

 

 

 

【態】曲想と音楽の構造や

歌詞の内容との関わりに

関心をもち，音楽活動を楽

しみながら主体的・協働的

に歌唱の学習活動に取り

組もうとしている。 
 

10 

～  
３ 

アジア各地の音楽のよさ

を味わおう        
 （鑑賞） 
 
 
 
 
 

後

期 
22 

・声や楽器の音色、リズム、

速度、旋律に注目し、特

徴を感じ取る。 

  【世界の諸民族の音

楽】 

 

 

【知】音楽の特徴とその背景

となる⽂化や歴史との関わ

り，我が国や郷土の伝統音

楽及びアジア地域の諸民族

の音楽の特徴と，その特徴か

【思】音色，リズム，旋律，

テクスチュア，形式を知覚

し，それらの働きが生み出

す特質や雰囲気を感受しな

がら，知覚したことと感受

したこととの関わりについ

て考えるとともに，生活や

【態】音楽の特徴とその背

景となる⽂化や歴史との

関わり，我が国や郷土の伝

統音楽及びアジア地域の

諸民族の音楽の特徴と，そ

観察 

ワークシート 

鑑賞文 

実技テスト 

定期考査 

（後期） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
明るい歌声で歌おう 
（歌唱） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
日本の歌の美しさを味わ 
おう            
 （歌唱） 
 
 
 

 

 

 

 

日本の民謡に親しもう 
 （鑑賞） 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

・歌詞の内容や曲想を感じ

取る。 

・自分の歌声に留意しなが

ら新しい仲間と表現を工

夫して歌う。  

  【校歌 など】 

 

 

 

 

・詩の朗読をし、情景を思

い浮かべながらこめられ

た思いを歌う。 

・旋律のまとまりや強弱に 

気をつけて歌う。    

  【赤とんぼ など】 

 

 

 

・日本の民謡の特徴を感じ

取る。 

 

 

 

 

 

 

ら生まれる音楽の多様性に

ついて理解している。 

 

 

 

 

 

 

【知】 曲想と音楽の構造や歌

詞の内容との関わりについ

て理解している。 

【技】創意工夫を生かした表

現で歌うために必要な発

声，言葉の発音，身体の使

い方などの技能を身に付

け，歌唱で表している。 

 

[知] 曲想と音楽の構造や歌

詞の内容との関わりについ

て理解している。 

[技] 創意工夫を生かした表

現で歌うために必要な発声，

言葉の発音，身体の使い方
などの技能を身に付け，歌唱

で表している。 

 

[知] 声の音色や響き及び言
葉の特性と曲種に応じた発

声との関わりについて理解し

ている。 

[技] 創意工夫を生かした表

社会における音楽の意味や

役割，音楽表現の共通性や

固有性について自分なりに

考え，音楽のよさや美しさ

を味わって聴いている。 

 

 

【思】音色，旋律，強弱を

知覚し，それらの働きが生

み出す特質や雰囲気を感受

しながら，知覚したことと

感受したこととの関わりに

ついて考え，どのように歌

うかについて思いや意図を

もっている。 
 
 
[思] リズム，旋律，強弱，

形式を知覚し，それらの働

きが生み出す特質や雰囲気

を感受しながら，知覚した

ことと感受したこととの関

わりについて考え，どのよ

うに歌うかについて思いや

意図をもっている。 
 
 
[思] 音色，リズム，旋律，

テクスチュア，形式を知覚

し，それらの働きが生み出

す特質や雰囲気を感受しな

がら，知覚したことと感受

したこととの関わりについ

て考え，どのように歌うか

の特徴から生まれる音楽

の多様性に関心をもち，音

楽活動を楽しみながら主

体的・協働的に鑑賞の学習

活動に取り組もうとして

いる。 

 

 

【態】曲想と音楽の構造や

歌詞の内容との関わりに

関心をもち，音楽活動を楽

しみながら主体的・協働的

に歌唱の学習活動に取り

組もうとしている。 
 
 
 
 
[態] 曲想と音楽の構造や

歌詞の内容との関わりに

関心をもち，音楽活動を楽

しみながら主体的・協働的

に歌唱の学習活動に取り

組もうとしている。 

 

 

 

 

[態] 声の音色や響き及び

言葉の特性と曲種に応じ

た発声との関わりに関心

をもち，音楽活動を楽しみ

ながら主体的・協働的に歌



 
 
 
 
 
 
日本の伝統音楽に親しも 
う      
 （器楽・鑑賞） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
仲間とともに、想いをこめ

て表情豊かに合唱しよう  
 （合唱） 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

・箏の音色と余韻の変化を

生み出す奏法に注目し、

特徴を感じ取る。 

・旋律や速度の変化の特徴

を感じとる。           

（鑑賞） 

 

 

 

 

 

・楽器の特徴を知り、基礎

的な奏法を身に付けて演

奏する。 

・その楽器に合った音色や

奏法を工夫し表現する。    

（器楽） 

 

 

 

 

 

・歌詞の内容や曲想を感じ

取り、パートの役割や全

体の響きを捉え、仲間と

表現を工夫し合唱する。             

【式歌】 

 

 

 

現で歌うために必要な発声，

言葉の発音，身体の使い方
などの技能を身に付け，歌唱

で表している。 

 

[知] 音楽の特徴とその背景

となる⽂化や歴史との関わり

について理解している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

[知] 楽器の音色や響きと奏

法との関わりについて理解し

ている。 

[技] 創意工夫を生かした表

現で演奏するために必要な

奏法，身体の使い方などの

技能を身に付け，器楽で表し

ている。 

 

[知] 曲想と音楽の構造や歌

詞の内容との関わりについ

て理解している。 

[技] 創意工夫を生かした表

現で歌うために必要な発声，

言葉の発音，身体の使い方

について思いや意図をもっ

ている。 
 
 
 
[思] 音色，速度，旋律，構

成を知覚し，それらの働き

が生み出す特質や雰囲気を

感受しながら，知覚したこ

とと感受したこととの関わ

りについて考えるととも

に，生活や社会における音
楽の意味や役割について自

分なりに考え，音楽のよさ

や美しさを味わって聴いて

いる。 

[思] 音色，速度，旋律，構

成を知覚し，それらの働き

が生み出す特質や雰囲気を

感受しながら，知覚したこ

とと感受したこととの関わ

りについて考え，どのよう

に音楽をつくるかについて

思いや意図をもっている。 

 

 

[思] 音色，速度，テクスチ

ュア，強弱，構成を知覚し，

それらの働きが生み出す特

質や雰囲気を感受しなが

ら，知覚したことと感受し

たこととの関わりについて

考え，どのように歌うかに

ついて思いや意図をもって

唱の学習活動に取り組も

うとしている 

 

 

 

[態] 楽器の音色や響きと

奏法との関わりに関心を

もち，音楽活動を楽しみな

がら主体的・協働的に器楽

の学習活動に取り組もう

としている。 

 

 

 

 

 

 

[態] 音のつながり方の特

徴に関心をもち，音楽活動

を楽しみながら主体的・協

働的に創作の学習活動に

取り組もうとしている。 

 

 

 

 

[態] 曲想と音楽の構造や

歌詞の内容との関わりに

関心をもち，音楽活動を楽

しみながら主体的・協働的

に歌唱の学習活動に取り

組もうとしている。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

などの技能，全体の響きや

各声部の声などを聴きながら

他者と合わせて歌う技能を身

に付け，歌唱で表している。 

 

いる。 



令和６年度  技術・家庭科（技術分野）  １学年  年間指導・評価計画 
 

月 単元 
時

数 
学習内容・学習活動 

評価規準 
評価方法 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

4 

技術分野のガイダンス 
 2 

技術の発展による生活や産

業の変化を調べる。 
  ３学年間の技術分野の学

習に見通しを持とうとし

ている。 

授業観察 
学習プリント 

定期考査 

材
料
と
加
工
の
技
術
の
原
理
・
法
則
と
仕
組
み 

身の回りの材料と

加工の技術 
1 

身の回りの製品を見て，な

ぜその材料が使われている

か知る。 

身の回りの製品に生かされ

ている材料の特性と材料に

適した加工方法について理

解している。 

 

主体的に材料と加工の技

術について考えようとし

ている。 
5 

木材，金属，プラス

チックの特性 
1 

木材，金属，プラスチック

の特性について調べる。 
木材，金属，プラスチック

などの特性と特性を生かし

た利用方法について理解し

ている。 

 

丈夫な製品を作る

ために 1 
部材の組み合わせや接合の

方法などを工夫して製品を

丈夫にする方法を考える。 

部材の組み合わせや接合の

方法などを工夫して製品を

丈夫にする方法を考える。 

 

材料と加工の技術

の工夫を読み取ろ

う 
1 

材料と加工の技術に込めら

れた問題解決の工夫につい

て考える。 

 材料と加工の技術に込めら

れた工夫を読み取り，「技術

の見方・考え方」に気付く

ことができる。 

6 

材
料
と
加
工
の
技
術
に
よ
る
問
題
解
決 

問題を発見し，課題

を設定しよう 
1 

発見した問題を解決するた

めの課題を設定する。 
 「技術の見方・考え方」を

働かせて，問題を発見し，

自分なりの課題を設定する

力を身に付けている。 
製作品を構想し，設

計しよう 

3 

・課題を解決するために，

使用目的や使用条件に合わ

せて，製作品の構想を具体

化する。 
・製作品の構想を製作に必

要な図に表す 

・製作に必要な図の描き方

を理解している。 
・製作に必要な図に表すこ

とができる技能を身に付け

ている。 

材料の選択や成形の方法な

どを構想し，設計を具体化

する力を身に付けている。 

自分なりの新しい考え方

や捉え方によって，知的財

産を創造するとともに，他

者のアイディアを尊重し，

それらを保護・活用しよう

としている。 
7 



7 

 

製作の計画を立てよ

う 1 
製作工程表を作成する。  構想に基づいて，製作の計

画を立てることができる力

を身に付けている。 

  

9 

作業手順を考えて製

作しよう 

9 

・切り代や削り代を見込ん

で，仕上がり寸法線と切断

線をけがく。 
・材料を切断線に従って切

断する。 
・寸法線に従って加工する。 
・加工後，検査・修正し，

仮組み立てをする。 
・組み立てをする。組み立

て後，検査・修正する。 
・素材や用途に合った表面

処理をする。 

安全・適切な製作や検査・

修正をすることができる技

能を身に付けている。 

 他者と協働して，粘り強く

取り組もうとしている。 

授業観察 
学習プリント 

作品 
振り返りシート 
定期考査 

10 

11 

問題解決の評価，改

善・修正 
1 

材料と加工の技術による問

題解決を振り返り，解決結

果及び解決過程を評価し，

改善・修正する方法につい

て考える。 

 製作の過程や問題解決の結

果を評価し，改善及び修正

する力を身に付けている。 

自らの問題解決を振り返

り，よりよいものとなるよ

うに改善・修正しようとし

ている。 

社
会
の
発
展
と
材
料
と
加
工
の
技
術 

材料と加工の技術の

最適化 
1 

自分の問題解決における最

適化の場面を振り返り，社

会の問題解決における最適

化と比較する。 

材料と加工の技術の概念に

ついて理解している。 
材料と加工の技術の最適化

について考えている。 
よりよい生活の実現や持

続可能な社会の構築に向

けて，材料と加工の技術を

工夫し創造しようとして

いる。 
授業観察 
学習プリント 

 

これからの材料と加

工の技術 

1 

持続可能な社会の構築のた

めに，これからの材料と加

工の技術について考える。 

 よりよい生活の実現や持続

可能な社会の構築に向け

て，材料と加工の技術を評

価し，適切な選択，管理・

運用，改良，応用について

考えている。 



情
報
の
技
術
の
原
理
・
法
則
と
仕
組
み 

情報の技術とは何だ

ろう 
1 

コンピュータを構成するハ

ードウェアとソフトウェア

についてまとめる。 

情報の表現や記録ができる

仕組みを理解している。 
 

主体的に情報の技術につ

いて考えようとしている。 

授業観察 

学習プリント 
定期考査 

12 

情報のデジタル化 

1 

コンピュータは全ての情報

を数値化して処理している

ことを知る。 

情報のデジタル化の仕組

み，デジタル化の方法とデ

ータ量の関係について理解

している。 

 

情報通信ネットワー

クの仕組み 1 
情報通信ネットワークの仕

組みについてまとめる。 
情報通信ネットワークの構

成について理解している。 
 

安全に利用するため

の情報モラル 
1 

情報の特性について考え，

情報が社会に与える影響に

ついて調べる。 

情報の特性を理解して，情

報を安全に利用することが

できる技能を身に付けてい

る。 

 情報が社会に与える影響

を理解して，望ましい情報

社会のために取るべき態

度を身に付けようとして

いる。 

1 

安全に利用するため

の情報セキュリティ 
1 

情報セキュリティを実現す

るための 3 つの要素を知

る。 

情報セキュリティの基本的

な知識について理解してい

る。 

 情報の安全を確保するた

めに必要な判断や対応を

する力を身に付けようと

している。 
情報の技術の工夫を

読み取ろう 
1 

身近なシステムや自動化の

技術の問題解決の工夫など

から，「技術の見方・考え方」

について気付いたことをま

とめる。 

 情報の技術に込められた工

夫を読み取り，「技術の見

方・考え方」に気付くこと

ができる。 

 

 

双方向性のあるコン

テンツのプログラミ

ングとは何だろう 
1 

双方向性のあるコンテンツ

の基本的な仕組みについて

考える。 

 主体的に情報の技術につい

て考え，理解しようとして

いる。 

 
授業観察 
学習プリント 

作品 
振り返りシート 
定期考査 

2 

問題を発見し，課題

を設定しよう 
1 

双方向性のあるコンテンツ

のプログラミングによって

解決できる問題を見つけ

る。 

 「技術の見方・考え方」を

働かせて，問題を発見し，

自分なりの課題を設定する

力を身に付けている。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

双
方
向
性
の
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
よ
る
問
題
解
決 

コンテンツを構想し

よう 

1 

問題を解決するためのコン

テンツに必要な情報を収集

し，解決策を具体化する。 

 使用するメディアを複合す

る方法とその効果的な利用

方法を構想する力を身に付

けている。 

自分なりの新しい考え方

や捉え方によって，知的財

産を創造するとともに，他

者のアイディアを尊重し，

それらを保護・活用しよう

としている。 

 

コンテンツのプログ

ラムを制作しよう 
2 

・安全で適切なプログラム

の制作と動作の確認，デバ

ッグを行う。 

・使用する人のことを考え

てプログラムを制作する。 

安全で適切なプログラムの

制作と動作の確認，デバッ

クができる技能を身に付け

ている。 

情報処理の手順を具体化す

る力を身に付けている。 
他者と協働して，粘り強く

取り組もうとしている。 

3 

問題解決の評価，改

善・修正 

1 

双方向性のあるコンテンツ

のプログラミングによる問

題解決を振り返り，解決結

果及び解決過程を評価し，

改善・修正する方法につい

て考える。 
 

 コンテンツのプログラムの

制作の過程や問題解決の結

果を評価し，改善及び修正

する力を身に付けている。 

自らの問題解決を振り返

り，よりよいものとなるよ

うに改善・修正しようとし

ている。 



令和６年度  技術・家庭科（家庭分野） １学年  年間指導・評価計画 
 

月 単元 
時

数 
学習内容・学習活動 

評価規準 
評価方法 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

４ 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

９ 

家庭分野ガイダンス ２ 中学生としての自立 自分の成長と家族や家庭生

活との関わりについて理解

している。 

自立に向けて中学生の自分

のできることを考え工夫し

ている。 

 ハンドノート 

ワークシート 

レポート 

行動観察 

定期考査 

私たちの生活と家族・家

庭のはたらき 

自分の成長と家族や家庭 

生活との関わりについて 

理解している。 

  

食事の役割と中学生

の栄養の特徴 

４ 食事の役割 生活の中で食事が果たす役

割について理解している。 

 自分の食習慣について、課題

の解決に向けて主体的に取り

組もうとしている。 

 
健康によい食習慣 健康によい食習慣について

理解している。 

自分の食習慣について問題

を見いだして課題を設定し

ている。 

栄養素の種類とはたらき 栄養素の種類とはたらきに

ついて理解している。 

 

中学生の栄養の特徴 中学生に必要な栄養の特徴

について理解している。 

 

中学生に必要な栄養

を満たす食事 

６ 食品に含まれる栄養素 身近な食品の栄養的特質に

ついて理解している。 

食品の栄養的特質について

調べ、まとめることができ

る。 

中学生に必要な栄養を満たす

食事について、課題の解決に

向けて主体的に取り組もうと

している。 

 

ワークシート 

ハンドノート 

行動観察 

献立表 

定期考査 
中学生の１日に必要な食

品の種類と概量 

中学生の１日に必要な食品

の種類と慨量を理解してい

る。 

 

中学生に合わせた１日分

の献立の工夫 

中学生の１日に必要な食品

の種類と慨量を考え、１日分

の献立を立てることができ

る。 

よりよい食生活に向けて、食

事の役割と中学生の栄養の

特徴、中学生に必要な栄養を

満たす食事について工夫・創

造し実践しようとしている。 

衣服の選択と手入れ ５ 衣服のはたらき 衣服の社会生活上のはたら

きについて理解している。 

  ワークシート 

ハンドノート 

行動観察 

実技テスト 
目的に応じた着用と個性

を生かす服装 

個性を生かす着用について

理解している。 

自分らしい着方を考え工夫

している。 

目的に応じた着用を踏まえ、

自分らしい着方を工夫創造



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

11 

 

 

 

 

 

 

 

12 

 

1 

 

 

 

 

2 

 

3 

 

 

し、実践しようとしている。 定期考査 

衣服の計画的な活用と選

択 

衣服の計画的な活用、衣服の

品質表示を理解し衣服の手

入れについてまとめられる。 

   

衣服の手入れ 衣服の状態に応じた補修の

方法について理解している

とともに適切にできる。 

 材料や状態に応じた日常着の

手入れの仕方について、課題

の解決に主体的に取組み生活

を工夫し実践しようとしてい

る。 

生活を豊かにするた

めの布を用いた製作 

８ 生活を豊かにする工夫   生活を豊かにするための布を

用いた物の製作計画について

生活を工夫創造し実践しよう

としている。 

ワークシート 

ハンドノート 

作品 

製作計画表 

行動観察 

定期考査 
布を用いた物の製作 用具を安全に取り扱い、製作

が適切にできる。 

製作する物に適した材料や

縫い方について理解してい

る。 

生活を豊かにするための布

を用いた物を工夫し計画を

立てることができる。 

 

生活課題と実践 

 

４ 衣生活・食生活の課題・

実践・まとめ 

 ・持続可能な衣生活を目指し

て、課題とその解決方法につ

いて考え、区付している。 

・中学生の1日分の献立につ

いて、課題解決に向けた一連

の活動について、考察したこ

とを論理的に表現している。 

 

住まいの役割と安全

な住まい方 

６ 住まいの役割 住居の基本的な機能につい

て理解している。 

  ワークシート 

ハンドノート 

レポート 

行動観察 

定期考査 

家族の生活と住空間のか

かわり 

家族の生活と住空間との関

わりについて理解している。 

  

快適で安全な住まい 

（家庭内事故、災害への

対策） 

家族の健康・快適・安全を考

えた住空間の整え方につい

て理解している。 

・家庭内事故の予防や対策、

・家族の健康・快適・安全を

考えた住空間の整え方につ

いて考え工夫している。 

 

 



自然災害への備え方など家

族の安全を考えた住空間の

整え方を理解している。 

持続可能な住生活を目指

して 

 持続可能な住居を目指して、

課題とその解決方法につい

て考え、工夫している。 

よりよい住生活を目指して、

工夫創造し実践しようとして

いる。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



令和６年度  美術科  １学年  年間指導・評価計画 

月 単元 
時

数 
学習内容・学習活動 

評価規準 
評価方法 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

４ 
 
 
５ 
 
 
 
６ 
 
 
７ 

○オリエンテーション 
美術との出会い 
 

１ ・中学校の美術について知

る 
  ・中学校の美術の表現及び

鑑賞の幅広い学習活動に

興味を持つ。 

毎時間の制作態度 
学習プリント 
学習カード 
アイディアスケッ

チ 
作品 
定期考査 

○見つめると見えてくる

もの 
「鉛筆デッサン」 

２ ・身近なものをよく見たり

して、特徴を捉え、主題を

生み出す。 

・線の強弱や鉛筆の特徴を

生かして、意図に応じて工

夫して表そうとする。 

・形や質感、全体と部分の

関係などを考え、構想を練

っている。 

・積極的に対象を観察し、

描写しようとする。 

○色彩の学習 
「色相環」 
「色の感情効果」 
「色の混色、色光の混色」 
 
「平面構成」 
 
 
 

 
○これって美術 
「日常の中の美レポー

ト」 

 
４ 
 
 

・色の三要素や三原色の混

色についての基礎的な知

識を学習し、色についての

関心を高める。 

・色相環を絵の具を使って

塗ることにより、絵の具の

用具や水分量など使い方を

身に付ける。 

・色の三属性や明清色、暗

清色、濁色などの混色を行

い、混色について理解して

いる。 

 

７ 
 
 
 
 
 
１ 

・基本的な構成要素を用

い、スケッチした形や色彩

からイメージしたものを

単純化、強調するなどして

平面構成をデザインする。 
 
・身近なものの中にある美

しさに気づき、レポートに

まとめる。 

・材料や用具の生かし方を

見に付け、意図に応じて工

夫し、制作の順序を考えな

がら見通しを持って表して

いる。 

・身近な自然物などの特徴

やイメージから主題を生み

出し、構成を工夫している。 

・自然物の特徴を生かし

て、模様をデザインするな

どして、意図に応じて工夫

し、見通しを持って表した

りする表現の学習活動に

取り組もうとしている。 
・美術の創造活動の喜びを

味わい楽しく伝えたい内

容を分かりやすく伝える

などについて考え、見方や

感じ方を広げている。 
９ ○西洋美術史 

「印象派」「後期印象派」 
「新印象派」 
○暮らしの中の工芸 
「木彫小物かけ」 

１ 
 
 

13 
 
 

・作品を鑑賞し、表現の意

図や工夫について考える。 
 

・木の持つ温かさや感触を

生かし、用途や機能、美し

さを考えて工夫して制作

する。 

 
 
・木の質感や特性、形や色

彩などが感情にもたらす効

果やぬくもりなどを全体の

イメージで捉えることを理

解している。 

 
 
・使う場面や使う人の気持

ちなどから主題を生み出

し、使いやすさと美しさな

どとの調和を考え、表現す

る構想を練っている。 

・作者の心情や表現の意図

と工夫などについて考え

るなどして、見方や感じ方

を広げている。 



 
10 
 
11 

  
 

 
 

・木の加工の方法など身に

付け意図に応じて工夫し、

制作の順序を考えながら見

通しを持って表している。 

  
 

毎時間の制作態度 
学習プリント 
学習カード 
アイディアスケッ

チ 
作品 
定期考査 

12 ○広がる模様 
「消しゴムスタンプ」 

７ ・版による表現方法や効

果、模様を合わせることに

より意図に応じた表現方

法を生み出す。 

 ・形や色の構成を工夫した

り、美的感覚を働かせて調

和のとれた美しさを考えた

り、表現する構想を練って

いる。 

・模様をデザインするなど

構成や装飾の目的や機能

を考えて構想を練ったり、

意図に応じて工夫し見通

しを持って表したりする

表現活動の学習に取り組

もうとしている。 
１ 
 
 
 
２ 

○文字って面白い 
「絵文字」 
 
 
学習成果発表会（展示） 

８ ・文字の意味やイメージを

基に、伝える相手や場面な

どから主題を生み出し、分

かりやすさと形や色彩な

どのとの調和を考えてデ

ザインする。 

・文字や文字が意味するも

のの形や色彩などが感情に

もたらす効果や造形的な特

徴などを基に、伝達する内

容を全体のイメージで捉え

ることを理解している。 
・絵の具の生かし方などを

身に付け、意図に応じて工

夫し、制作の順序などを考

えながら、見通しを持って

表している。 

・文字の意味やイメージを

基に、伝える相手や場面な

どから主題を生み出し、分

かりやすさと形や色彩など

との調和を考え、表現する

構想を練っている。 
・文字の意味と分かりやす

さとの調和のとれた洗練さ

れた美しさなどを感じ取

り、作者の心情や表現の意

図と工夫などについて考え

るなどして、見方や感じ方

を広げている。 

・伝達デザインの目的や機

能を考えて構想を練った

り、意図に応じて工夫し見

通しを持って表したりす

る表現活動の学習に取り

組もうとしている。 
・文字の意味と分かりやす

さとの調和のとれた洗練

された美しさなどを感じ

取り、作者の心情や表現の

意図と工夫などについて

考えるなどして、見方や感

じ方を広げる鑑賞の学習

活動に取り組もうとして

いる。 
3 ○西洋美術史 

「印象派と浮世絵」 
１ ・ジャポニスムの表現の特

色や時代背景などに関心

を持ち、美術を通した国際

理解、文化の継承などにつ

いて考えを深める。 

・構図や色彩がもたらす効

果や線、彫り、摺りなどの

特徴を基に作品の印象など

全体のイメージで捉えるこ

とを理解している。 

・浮世絵の表現のよさや美

しさを感じ取り、版画とし

ての特性、制作者たちの意

図と創造的な工夫について

理解を深める。 

・美術文化の継承と創造に

ついて考えるなどの見方

や感じ方を深める鑑賞の

学習活動に取り組もうと

している。 



月 
単元 

時

数 学習内容・学習活動 
評価規準 

評価方法 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

４ 
 
 
 
 
 
 
５ 
 
 
 
 
 
 
 
 
６ 
 
 
 
７ 
８ 
 
 
９ 
 
 
 
 
10 

 
 
 
11 

体育理論 
体つくり運動 
 
 
 
 
 
陸上競技（短距離走・リ

レー） 
ダンス 
 
 
 
 
 
 
球技（ベースボール型） 
 
 
 
水泳 
 
 
 
球技(ネット型) 
 
 
 
 
球技（ゴール型） 
 
 
 
器械運動（マット運動） 

３ 

７ 

 

 

 

 

 

６ 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

８ 
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８ 

 

 

 

 

８ 

 

 

［運動やスポーツの多様

性］ 
［新体力テスト］ 
・体力の高め方 
［体ほぐしの運動・体力を

高める運動］ 
・ペアストレッチ ・ラダ

ー・ラジオ体操・組体操 
［短距離走・リレー］ 
・スタート、スタートダッ

シュ、中間疾走、フィニッ

シュ 
［フォークダンス］ 
・音楽に合わせて、特徴的

なステップや動きで踊る。 
・オクラホマミキサー、マ

イムマイム 
 
［ソフトボール］ 
・基本的な技能を習得する 
・ルールや試合の仕方など

を理解する 
［水泳］ 
・クロールでは速く泳ぐ 
・平泳ぎでは長く泳ぐ 
 
［バレーボール］ 
・基本的な技能を習得する 
・ルールや試合の仕方など

を理解する 
 
［サッカー］ 

【体育分野】 
＜知識及び技能＞ 
各運動の特性や成り立ち，

技の名称や行い方，伝統的

な考え方，各領域に関連し

て高まる体力，健康・安全

の留意点についての具体的

な方法及び運動やスポーツ

の多様性，運動やスポーツ

の意義や効果と学び方や安

全な行い方についての考え

方を理解しているととも

に，各領域の運動の特性に

応じた基本的な技能を身に

付けようとしている。 
 
【保健分野】 
＜知識及び技能＞ 
健康な生活と疾病の予防，

心身の機能の発達と心の健

康，傷害の防止，健康と環

境について，個人生活を中

心として科学的に理解して

いるとともに，基本的な技

能を身に付けようとしてい

る。 

【体育分野】 
<思考力、判断力、表現力等

> 
運動を豊かに実践するため

の自己の課題を発見し，合

理的な解決に向けて，課題

に応じた運動の取り組み方

や目的に応じた運動の組み

合わせ方を工夫していると

ともに，自己や仲間の考え

たことを他者に伝えようと

している。 
 
【保健分野】 
<思考力、判断力、表現力等

> 
健康な生活と疾病の予防，

心身の機能の発達と心の健

康，傷害の防止，健康と環

境について，個人生活にお

ける健康に関する課題を発

見し，その解決を目指して

科学的に思考し判断してい

るとともに，それらを他者

に伝えようとしている。 

【体育分野】 
<学びに向かう力、人間性

等> 
運動の楽しさや喜びを味

わうことができるよう，公

正，協力，責任，共生など

に対する意欲をもち，健

康・安全に留意して，学習

に積極的に取り組もうと

している。 
 
【保健分野】 
<学びに向かう力、人間性

等> 
健康な生活と疾病の予防，

心身の機能の発達と心の

健康，傷害の防止，健康と

環境について，自他の健康

の保持増進や回復につい

ての学習に自主的に取り

組もうとしている。 

学習カード 
教師の観察 
技能テスト 
記録 
筆記テスト等 
レポート 

令和６年度  保健体育科  １学年  年間指導・評価計画 ※単元を行う順番や種目は、他学年の使用場所と天候や時間数などによって変更する場合もある。 
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１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 
 
３ 

 
 
 
武道（柔道） 
 
 
 
 
 
陸上競技（長距離走・幅

跳び・高跳び） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
保健（第１章） 
 
球技（ゴール型） 
 
 

 

８ 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

 

８ 
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８ 

・基本的な技能を習得する 
・ルールを理解する 
 
［マット運動］ 
・新しい技に挑戦する 
・できる技で連続技をつく

る 
 
［柔道］ 
・基本動作・固め技・受け

身 
・相手の動作に応じた基本

動作から、相手を抑えるな

どの攻防をする。 
 
［１５００ｍ走・幅跳び・

高跳び］ 
・自己のペースを守りなが

ら、一定の距離を走る。 
・ピッチとストライド 
・記録会 
・スピードに乗った助走か

ら素早く踏み切って跳ぶ 
・リズミカルな助走から力

強く踏み切って大きな動

作で跳ぶ。 
 
［心身の機能の発達と心

の健康］ 
 
［ハンドボール］ 
・基本的な技能を習得する 
・ルールを理解する 


